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2敷地と建物
所 在 地

革

綿織物並ぴにその他染色布の節出奨励を目的とし、煤商務大臣より和歌山市本町9丁目に

工業試験堪設立認可を碍て1;f]設、エ務 ・図案 ・庶務の3部を匹く 。

試験瑞を廃止する。

和歌山市一番丁1番地に和歌山県醍造試験場を1}ll設する。

和歌山限工業試験瑞と改称し、庶務 ・醸造 ・染色及び漆器（海南市）の4部を置く 。

機械部を増設する。

化学部を設け染色部に併置する。

和歌山市宇須139番地に新築移転し、庶務部 ・染色部・誼造部 ・漆工部（在、海南市黒江）．

機械部 ・応用化学部の6部で業務聞始する。

漆工部が分離し、和歌山貼漆器試験塙として独立する。

和歌山県戦時工業指祁所と改称し、総務部・繊維部 ・化学部 ・金屈部 ・木工部及ぴ機械工

従成部を沼き総力戦時体制をとる。

大東亜戦の敗戦にともない10月18日再び和歌山県工業指導所と改称し、庶務課 ・繊維部・

木工部 ・醍造部 ・化学部 ・エ作部 ・食粒加工部 ・機械工養成部の一課7部とする。

研究指迫を強化するため、従来からの経済部長の当所所•長ik務をやめ、専任所長制を採る

庶務課 ・ 繊維部 ・ 木工部 ・ 食品部 ・ 化学音,~ ・ 機械部の 1 課 5 部制とする 。

和歌山県工業試験場と再ぴ改称する。

繊維部を繊維部と染色部に分つ。

業務愈々拡大されるに伴って設骰規則を定め、場長の外に次長を設け、総務課 ・繊維部 ・

染色部 ・木材工業部 ・食品部 ・化学部 ・機械金屈部の 1課6部制とする。

化学部に皮革研究部門を設け、専任技師を附く 。 ・

木材工業部を木材工芸部と木材加工部に分つ。 (1課7部となる。）

和歌山市雄松町3丁目に皮革研究所を新築する。

皮革部を新設し皮革関係業務の発展を期す。 (1課8部となる。）

和歌山市小倉60番地に工業試験勘新庁舎が完成し業務を始める。

機構改革を行い、技監 ・副部長の職を新たに設ける。

機構改革を行い、総務課に庶務係と管理係を沼く 。

機構改革を行い、専門研究員の職を新たに詔〈 。

機構改革合行い、木材工芸部と木材加工部を合併して木材工業部とし、新たに高分子部を

設ける。 (1課8部。）

技術情報業務を始める。

総務課を総務企画諜に改める。技術梢報主任を設ける。皮革部を皮革分功に改める。

マイコン利用技術業務を開始する。

技監を総括専門且に改める。

本 場和歌山市小倉60番地悪飢9-62 紺話和歌山 (0734)77-1271（代）

皮革分勘 和歌山市雄松町3丁目 3の2 <i:ii,640 虚話和歌山 (0734)23-8520 

本 場

皮革分場

計

敷地 (rnう

8,264.98 

269.34 

8,534.32 

建物（延）（m')

4,869.92 

440.64 

5,310.56 
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3組織と職員
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(2)業務内容 ， ●） 
総務企画課 各種依頓試験受付、予狂決紅及び会計、職且の身分服務、人＇j~、文書の収受発送編さん保

存、庁舎管理、綜合調整及ぴ企画、その他庶務一般。

tli報収集、提供、技術情報誌の発行、技術情報の湖．在研究、技術情報の検索及ぴ指祁相談。
マイ コン利用による機器開発、利用技術指＃。

合成繊維の試験研究、紺緻の試作研究、紺緻工場の生産管理、編織布の仕上加工、編織工

場の実地指導、繊維に関する物理的な依頼試験。

紺織物及ぴ糸の枯練凜白、染色、捺染、仕上に関する試験研究、分析、鑑定、依頼試験及

ぴ相談、染色仕上加工関連の公害防止技術の研究及ぴ相談、試験。

有機合成研究、無機化学研究、機器分析法研究、公む防止技術研究、依頼分析。

消洒に関する試験研究、酒類、食酢の試験研究、替油味噌の試験研究、食品加工の試験研

究。

デザイン研究、木製品生産技術(/JII工、接＾咋、塗装）の試験研究、材料試験、加飾技術の

試験研究、依頼試験。

銑物の試験研究、機械JJIlエの‘自動化省力化、溶接試験研究とJI S溶接技術検定試験、精

密測定、治具／JII工、振動嵯音の測定と対策調在、鉄銅分析、依頼試験。

高分卜合成、プラスチック及ぴゴム物性、合成樹脂の成形加工実地指祁、依頼試験、移動

相談。

皮革及ぴ副廂物利用に関する試験研究調在、皮革に関する技術A11,1炎指導分析、試験、鑑 ~ 
定。

(3)職員現況

技術梢報

マイコン

繊維部

染色部

化学部

食品部

木材工業部

機械金属部

高分千部

皮革分場

（昭和59年 6月1日現在）

場 次 総 マ 稔 技 繊 染 化 食 木 機 高 皮 合

括 イ 務 術
材 械 分 -i9 p9-• 

区分 尋
コ
企 維 色 学 品 工 金ン

門 技 画
梢 業 属

（→ 分

長 長 ii 術 諜 報 部 部 部 部 部 部 部 場 汁

•j,;務史且 1 1 5 1 8 

技術吏 li 1 3 2 5 5 7 4 4 7 4 5 47 

現業技能且 1 1 1 1 4 

1 1 1 3 6 2 6 5 7 4 5 8 4 6 59 

.. 
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(4) 職員名簿

所属 ・職名 氏 名 所属 ・職名 氏 名 所屈 ・職名 氏 名

楼i 長 桐谷俊一 研究補助業務貝 尾藤たみ子 技 師 平旧重俊

次 長 亀岡 善雄 染 色 部 研究補助業務且 前川鶴太郎

0 
総括尋門且 津出郁太郎 部 長 田村柏男 機械金屈部

マイコン技術 副 部 長 久保田仰男 部 長 松原康雄

専門技術貝 数内 武 尋門研究且 谷 正博 副 部 長 岩鶴 昭

技 師 岡本良作 技 師 中岡元信 II 中村 ',,,'.;i t 

II 前 田裕司 II 大萩成男 専門研究且 林 健太郎

総務企画課 化 、子止—し 部 技 師 水坂縛文

課 長 中村光雄 部 長 前田瀧 一 II lfl ロ義序
企画只

小坂 孝 副 部 長 沢山俊彦 II 古1.1:1 茂n：矛;i,1系良るlt窃 1収扱

主 事 中Jl l 静枝 専門研究貝 中岡忠治 ポイラ ー技士 大久保 保

II 坂 l:J 辿子 II 谷 口 久次 高分了・部

用 務 只 中前 一 枝 技 師 三 原英 子 部 長 内 山 昌宏

（管理係長）湘 中村光雄 II 新山茂利 技 師 山 口和 三

主 事 吉岡昭兒 II 小畑俊嗣 II 前 Ill 育克

技術梢報 食 品 部
軍

伊藤 修II 

存 杯fr情'l 報技主 術以
オ支 f王州£弔乃

高橋弘 一 部 長 南 ：広己 皮革分場

専門研究貝 酒井宏直 技 師 中内追世 分 蜆 長 石原矩武

繊 維 部 II 池 本煎明 主 事 秋元恵美了・

部 長 神前 封 II 山西妃早子 技 師 由良好史

副 部 長 上川 二三雄 木材工業部 II 元 吉 治雄

専門研究且 吉 出米蔵 部 長 小川幸夫 II 下林月ll 夫

技 師 坂崎 実 副 部 長 浦野健 三 II 野 村英作

II 角谷秀昭 技 師 北口 功

4 予算の執行状況

昭和58年度 （収入の部） （単位 ：干円）

科 目 i 子 符 額 収 入 済 額

国 hじ 支 出 金 19,727 19,727 

使用料及び手 数料 21,210 28,129 

財 産 収 入 1,400 1,631 

諸 収 入 3,522 3,735 

般 財 源 384,539 375,455 

計 430,398 428,677 

（支出の部） （単位 ：干円）

科 目 予 符． 額 支 出済額 残 裔

人 件 1ゼ - 340,276 338,861 1,415 

物 件 代 50,157 49,851 306 

設 備 代 39,965 39,965 

゜計 430,398 428,677 1,721 
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II 事業内容

1 業務の概要

(1) 国庫補助事業等の概要

昭和58年度は次の諸項目について国叫補助事業等を

行った。

ア 巡回技術指;Jl,·J•;業

（ア）一般巡回技術指荘事槃

実施対象名 企業数 尖施対象名 企業数

繊維工業 1 機械金屈工業 15 

染色工業 5 ?,.5分チ工業 13 

化学工業 13 そ の 他 2 

食品工業 2 ＾ m 

,11・ 66 

木材工業 15 

（イ）簡易巡回技術指導事業

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

繊維工業 54 機械金屈工業 27 

染色工業 10 高分 —(·工業 21 

化学工業 12 皮革工業 10 

食品工業 64 そ の 他 1 

木材工業 10 合 ,11・ 209 

（ウ）公害防止巡匝l技術指導l~業

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

繊維工業 3 邸分 —f工業 4 

染色工業 6 そ の 他 2 

化学工業 1 合 J I• 18 

機械金属工業 2 

イ 技術指導脊成1i業
（ア）技術晋及，溝習会

a 多品種少絨生1)r,に対応する編識製品の高付JJII価

値化（指定テーマ）

b 染料中間体及ぴ天然物を原料とする化成品の品

1『管理（指定テーマ）
C 木製家具、建具検装技術の高度化（指定テーマ）

d ポタンの製品化技術の柏I上 （指定テーマ）

e 省エネルギー、省在源染色加工法（指定テーマ）

f マイコン技術

g 技術情報の検索

h 鞣製技術

合計 8テーマ

（イ）全国技術指＃研究会参JJIl 1名

（ウ）技術指導且従成研修

メカトロニクスコース (1ヶ月） 1名

池f技術コース (1ヶ月） 1名

工某デザインコース (1ヶ月 ）

ウ 技術梢報・li業
技術梢報誌発行 10回 (No.97~106)

和歌山関し工業ふ験場報告発行 1回

工 技術指追施設1t補助金1り業

1名

コンパウンドニードルによる編成技術（新規）

オ 技術開発研究枝補助金ボ業

泡染色｝JI]工法に1対する研究

(2) 技術ア ドバイザー指辺事業

99企業、 522日l:il

(3) マイ コン技術

和，し•中小企業に対するマイクロコンビュータflj)IJ技

術の指祁、技術者必成、 ME機器の開発、研究を主眼 り）
として次の•J,;業も実施した。

ア カーペット洗浄機マイコン制御部の開発

（依，ltllfl発） 前ll:1裕司

カーベット洗浄機の開発に伴い、その複雑な述動の

制御を Z80ポードコンを用いてハード、ソフトの開発

を行った。

イ メリ ヤス針曲りセンサーの1}Fl発

1iiiW裕司

メリヤス針曲り修正装沼l;fl発のための曲りセンサー

として、 LEDを月］いて安価、高枯度のセンサーの開

発を行った。

ウ 部品逍別装沼の改良

liiilJj裕司藪内武

57年度依托開発のプッシュ選別装凶機能アップをは

かるため、機械装凶及ぴマイコンハードソフトの改良

を行った。 （継続中）

工 品牧管理用データ収渠機の開発

岡本良（乍

生産機械と連動したデータ収集機のマイコンシステ

ムの開発を行った。

オ 手袋紺機の高機能化装沼の開発

薮内武

手袋紺機の高機能をはかるため、マイコンを用いた

機器の開発を行った。

(4)技術情報

中小企業における技術梢報の必要性が重要視されて

きたので、これに対処するため、本年度も技術情報の

収某、機械検索及び提供を行った。
.... 

58年度の・Ji業の総括を下表に示す。

：ょよI賜入：害
容

交換図苫、寄贈誌

件数
雑芯 9 、
JIl行本 8

1,150冊

0) 
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梢報提供 調査 96件

閲覧 96件

複写 84件

指導相談 情報の検索及び提供等 106件

機器の使用 アドレスター等 43件

"’ 出版事業 技術梢報 10回

和歌山県工業試験楊報告 1回

事業推進計画 1回

巡回指導 一般巡回 10社

簡易巡回 9杜

ネ ツ 卜 研究抄録提供（事業団） 12件

ワ ク 枝術指導事例リスト提供（り 15件

業 務 研究課題提供（ JI ） 10件

事業団との連絡 22回

他エ試 II 10回

J IC STとの連絡 13回

暉兄翌会学、講演全全 技術情報講習会等 4回

会議、研究会 梢報推進研究会 2回

J IC ST研究会 3回

(5) 繊維部

繊維産業は需要の停滞、消牲者ニーズの多様化にと

もなう多品種、少ロット、短サイクル化、開発途上国

の強化等により厳しい閑境下にあります。このような

時期にあって繊維業界が一府発展を図るためには、高

付加価値化、多品種、新製品、小ロット、短サイクル

等に対応する技術開発が最も重要であり課題となりま

す。これらの点をふまえ、次の事業を実施しました。

ア コンパウンドニードルによる編成技術（国補）

吉B:1米蔵

バイル紺においてペラ針とコンパウンド針（複合針

）による完全リパーシプル編と最大度目について研究

を行うとともに、従来編機の針位沼とノックオーパー

シンカーによるタック編の検討を行った。

イ 新製品、新技術の開発

吉田米蔵

従来のシール編地はシールが生地表面に凸出してい

るのが普通とされているが、本研究は生地の内部にシ

ールをサンドイッチ状に考案し保温姓、吸湿性等を向

上を目的とした新生地の開発を行った。

ウ シール、パイル織物の研付加価値化の研究

角谷秀昭

パイル抜けを防止するために、ダブルパイルカラミ

装骰（特許出願中）を用いて製織試験を行った。しか

し実用的には製緻能率等多数の問題が考えられるため

に、引き続き研究を継続する。

工 多品種少品生産に対応する編織製品の高付加価値

化の研究（国補）

上川二三雄
ヽ

編織物製品の欠点とその発生原因を調査し、再発生

時の迅速な解決に寄与するためにデータ菩栢を行った。

またX線マイクロアナライザーによる定紙については

その問題点を抽出し、今後補正等を加えて実用に供す

るための研究を行う。

オ 実地指導及び巡回技術指導

カ 依頼試験及び技術相談

(6) 染色部

染色整理業界を主対象として次の事業を行った。

ア 泡染色加工の研究（国補）

出村禎男他

泡加工による省エネルギー染色加工法。

イ 低温キュア触媒による樹脂加工の研究

久保出浄男

100℃前後でキュアできる触媒による樹脂加工。

ウ 染料の生分解生成物に関する研究
峯

中岡元信 谷正博石井友京蟻長谷川栄子

（※和歌山県染色技術振輿会派逍職貝）

染紆構造別による生分解性、及びその複合物による

分解性試験に伴う生成物構造について行った。

(7) 化学部

染頻料中間体を中心とする本貼化学業界は、多品種

少訊生産を特徴としているが、その技術レペルは、世

界的にも高水準である。

近年、その高い技術力を利用して、ファインケミカ

ル的な方向を目指す傾向が強い。そのために製品中の

微砒有害金属や、有機性不純物質の定屈の指導を実施

した。 また高選択的に有機合成反応を進行させるため

の生理活性物質に閲する研究を行った。

業務内容は次の通りである。

ア 生理活性物竹に関する研究 III 

谷口久次 前田龍一

濶選択的反応を追求する一哀として三哀式不飽和ア

ジリジン類のアジリジン閲の開閑反応を検討した。

イ 原子吸光分析装沼による化成品中の微屈有害金屈

の定砒

沢田俊彦小畑俊溺

第2報は染顧料及ぴその中間体の製造過程の粗製品

を試料として検討を行った。

ウ 泊i速液体クロマトグラフによる有機化合物の不純

物の定紐

新山茂利 前田龍一

染料中間体及ぴ天然物を原料とする化成品の品tt向

上ならぴに品質管理の省力化のため、高速LCによる

分析法を適用し、各社の化成品の不純物等の分析法を

検討した。

- 5-



(8) 食品部

食糀品の多品種、多様化は約20年以前から始ったこ

とであるが、コビー食品の出現は合成たんば〈の進歩

に碁礎をおいたものでその波及は著しいものがある。

また煤産物の輸入自由化は果実、野菜の高品傾、多

品種生産を目標として進まざるを得ないと思われる。

県内食晶工業をみるとき(1)有出以北の地区、 (2)御坊、

田辺市を中心とした地区、 (3)周参見以南の地区と分け

て考えるとき、 (1)は水産加工品からみかん加工品まで

多種多様であり、 (2)は梅加工品、かまぼこ等は全国的

に実紹のあるのに比べ、 (3)の水産加工品は魚類の養殖

振典とともに、地場産業として定箔したものに発展せ

しめるよう考えられてよいのではない・かと思う。

検討を行った。

オ しょうゆの分析調査

窟岡登

県内産しょうゆの市販品について、主としてJAS  

規格検究法により分析調査し、リ山内工場技術指導の参

考賽料とした。

カ 依頼試験、実地指導及ぴ巡回技術指導

(9) 木材工業部

木製建具 ・家具製造業及びその他の小木工品製造業

を対象として、技術振興のため相談、指導業務、人材

投成及ぴ技術情報の提供を煎点目標として行い、研究

業務としては建築関連夜材としての木材に対する耐久

性付与に関する検討を課題とした。

主な業務の概要は次のとおりである。

ア 相談 ・指導業務

県内食品工業は過去の実絞に甘んずることなく、品

質の改善、新製品の開発への努力を続けなければなら

ない。

消酒業界も、多様化のなかで吟誼酒や純米酒も付加

価俯の闊い商品としての地位をしめ、夏瑞の消代をタ

ーゲットに生酒、生貯蔵酒も新商品として位沼付けさ

れつつある。これら製品の品牧及ぴ貯蔵管理は菌学的

にもより高度な技術が必要となった。

本年度の特長は高秘化、個性化志向を示した消骰者 1)) 
ニーズを反映して、木材の塗装や表面処理に関する相

また58年 7月に、地下水の化学物質汚染に関する閑

挽庁の調査で、 トリクロルエチレンほか有機塩索系化

学物質等による地下水汚染の問題がとりあげられ、本

県でも一部の上水追で検出されたことは、棗培保全の

煎要さを再認識すぺきことでもあった。

業務概要を次に記す。

ア 地下水調査

池本重明山西妃早子 中内追世南広己

食品工業、特に醍造用水において水は原料の二部と

して重要なものである。良水確保のため地下水調査を

継続しているが、今年は地下水汚染の問題がクローズ

アップしたため、煤内食品工励より試料を採取して、

トリクロルエチレンほか有機塩紫系化学物竹等につい

ても調査を行った。

イ 酒造米調査

山西妃早f

談 ・指む事項が圧側的に多数を占めた。その他製品企

画に関する相談も増加した。

イ デザイン及ぴ技術梢報の提供

本年度はデザイン夜料、技術情報の収躾砒を例年よ

り多く行ったが、これら情報提供希望が多く、活路聞

拓のため業界が熱心に取り組んでいる姿勢がよくうか

がわれた。

ウ 人材の養成

業界団体の協力を得て企業人材の妥成業務を多く企

画した。本年は挽装に関する実技講習に重点を置いた。

エ デザイン及ぴ商品開発に関する調査

小川幸夫北口功

木材と他の工業材料の組合せに関するデザイン賽料

の調査を煎点的に行い、異業種間交流の足掛りとなる

デザイン方法についての検討を行った。

オ 木質建築関連賽材の耐久性付与に関する研究

浦野健三 平田重俊

本年度は「木製外部建具の耐候性抱料の選択」に関

する試験研究を行った。これは前年に引き続き木材途

装における耐候性の試験を実用的側面から検討したも

588 Yに県内酒造楊に入荷された原料米の内、主な のである。 （詳細は試験 ・研究の項）

ものの試料を採取し、粒形、千粒重、ふるい別、水分・ また白木材の変色防止及ぴ汚染防止に関する研究も

％、卿変を調査した。 行い、実用に供し得る途布剤の開発を行った。

ウ 清酒分析調査 (10) 機械金属部

池本煎明南広已 本限の機械金属工業は、地拗産業である染色整理機

588 Yの消酒研究会、 tii-酒鑑，坪会の出品酒について 椒製造業が主流をなしていたが、長期不況下で内外のI"

一般分析を行い、酒造技術指導の参考沢料とした。 濡要の活発化を期待している現状である。ま た住友金

工梅酔利用による低塩しょうゆの研究 屈工業の関連下諸企業も依然好況とはいい難い、一方、

中内道世南広己窃岡登 精密技研工業界に属する自動現像機、？田5周波ミシン、

梅酢の有効利用としょうゆの低塩化、高付加価1直商 メリヤス機械等の自社開発製品を有する数社は現在の

品の開発のため、今年は予備試験として仕込配合等の 技術進歩にいち早〈対応し、エレクトロニクス、メカ
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トロニクスの技術を導入不況知らず好調な生産を行っ

ている。またこれらの下硝企業も技術力の向上、生産

性の向上を目指し、新鋭機器を導入しより栢度の店い

製品の供給に努力している現状である。一方当部への

依頼試験は相も変らず多く 58年度も2000万円をこえる

手数料となった、またJI S溶接技術検定試験の受験

堵は前年に続き1000名をこえた。

当部の主な業務は次のとおりである。

ァ CV、FCD銑鉄の焼入れ硬さの彩押と耐摩耗性

の研究

岩鶴昭 中村揺永坂博文山口義章

CV鋲鉄、球状黒鉛銚鉄の製造過程において、 Si、

Mn、P、S 等についての影特に関しては前号迄に報告

したが、本年度はC砒及び球状化剤の添加祉による機

械的性質、組綿等について試験溶解を通じて研究を実

施するとともに、焼入れ硬さの影碑と耐摩耗性につい

て調査研究したので報告する。

イ 機械加工の省力化の研究

林健太郎古出茂

マイコンにて機械制御を行うために必要な表示器と

して液晶ディスプレイの利用を試みた。

ウ 金屈の破壊原因についての研究

中村訟松原康雄岩鶴昭

金属破壊、特に浚渫船のクランク軸の破壊について、

金屈の破断面の状況による破損原因の究明と応力解析、

顕微鏡検査、金属材料分析、熱処理方法、機械的性質

等、各方面から破壊原因について究明したので報告す

る。

工 各種依頼試験と鉄鋼分析

オ 巡回技術指迎及ぴ実地指導

カ 振動騒音ilIII定と防止対策

キ 技術講習会、講湖会、見学会

ク J I Si容接技術検定試験と競技会

ケ 技術相談と技術情報の提供
i 

(11) 高分子部

本県の合成樹脂加工業関連の地場産業は、海南市、

御坊市の漆器製造業、強化プラスチック製造業、海南

市、野上町の和雑貨製造業、山辺市とその近郊のポタ

ン製造業、 橋本市の釣竿製造業がある。これらの地場

産業の抱える問題を解決し、技術振興のために重要指

導目標を、 1)原料樹脂の物性把握とその適用技術の聞

発、 2)成形技術の向上及び生産工程管理による品竹向

上、 3)新素材の開発と新製品の開発、4)人材の育成、

5)技術情報の提供、として以tの事業を実施 した。

ア ポタンの製品化技術の向上 （国補）

内1f1昌宏他

ポタン用原料樹脂のラポプラストミルによる硬化挙

動を研究した。

イ 高分子材料試験技術共同研究

山口和三 前出育克伊藤修

工業技術院化学連合部会高分子分科会共同研究の一

環として、プラスチックのパーコル硬度、赤外分析試

験、熱分析試験を実施した。

ウ 天然高分子の改質技術

伊藤修

カゼインのグラフト反応物を合成し、その諸性質を

検討。

工 無機充埴剤の改牧研究

前出育克

ガラス繊維にグラフト反応による改質を行い、充壌

効果を検討。

オ 移動相談事業(l:IJ辺市）

力 巡回技術指＃

キ 技術アドパイザー事業

ク 技術振典事業年5回（田辺地区、御坊地区）

ケ 技術相談及び技術指祁

コ 依頼試験

(12)、皮革分場

原料皮の関騰、近隣諸国の追上げ、皮革やその製品

の輸入自由化に関する米国やECなどの対日圧力の妍

大など皮革産業をとりま〈環境は年々悪化しており、

それに加えて国内消代の低迷がいぜんとして絞き、明

るい展望が全くといっていいほど開けていない。

このような状況の下では、消代の動向や流行に関す

る梢報の収梨、そしてそれらに基づく速やかな鞣、染

色及ぴ仕上げ技術の対応が必要である。さらに、 将米

へ向けての碁礎技術の密梢、それに伴う技術開発力の

育成なども急がれる。

皮革分鳩では、情報収集、基礎的な技術の研究、応

用研究、さらに学会との共同研究を通して業界の技術

振興に寄与したい。

皮革分勘の主な業務内容の概要は、以下のとおりで

ある。

ア 皮革の翡品牧化研究

1) 衣料革の試作

石原矩武由良好史前川昭二

北米産塩蔵皮を用い、厚さ0.8mmの衣料革を試作した。

衣料革を製造する上での重要なポイントは、禅備作業

工程で十分に皮繊維を開き軟化することで、中でもベ

ーチング工程の管理が品牲を左右する ことが判った。

2) 白床革の試作

石原矩武由良好史前出昭二

衣料革用に石灰割りした後の床を利用して試験した。

今回は、ジルコニウム鞣剤とアルミニウム鞣剤を用い

白革の製造を検討した。

この北合には、浴無で鞣製を行うため、結締組綿の
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除去を十分に行っておかないと、鞣剤の没透が遅〈、

鞣製に要する時間が不必要に長くなる。

イ 省クロム鞣製法の開発研究

野村英作元吉治雄下林則夫

由良好史 石原矩武

日本皮革技術協会との共同研究である。

クロム革の一部または全部を他の鞣剤で代替して椋

準的クロム革に近似の革を得ることを目的とした省ク

ロム鞣製の基礎的研究を行った。前鞣し後シェーピン

グを行い、再鞣を施すというパターンを前提とし、前

鞣しの要件としてシェ ーピングの作業性に支障を生じ

ない程度の鞣し度を付与し得るものという考え方で、

次のような組合せの鞣製実験を行った。

1) クロム鞣剤を 2％使用して前鞣しを行う。

2) グルタルアルデヒド鞣剤 (50％沿度）を 3％使用

して前鞣しを行う。

3) グルタルアルデヒド鞣剤3%と補助型芳香族合成

鞣剤2％で前鞣しを行う。

1)、2)、3)の前鞣し革に対し、クロム鞣剤、アルミ

ニウム鞣剤、詔換型芳香族鞣剤、植物タンニン、グル

タルアルデヒド鞣剤のいずれかを用いて再鞣を施す。

再鞣後加脂、乾燥、コンディショニングを行い、仕

上り革の官能検企、化学分析、物性試験を行い、鞣製

方法による比戟を行った。

ウ ウェットプルーの実用化試験

元吉治雄野村英作下林則夫

由良好史石原矩武

（社）日本タンナー天協会から協力を依頼された試験

である。

l) 和歌山で製造された革の比較

米国のB.S．フット社、プライムタンニング社、そし

てオーストラJ)アのディクソン社からのウェットプル

ーを原料として、製品としたものと自社製品の比較を

行った。

2) ソフト甲革の製造

昭和57年度の試験で、ウェットプルーからソフト革

の製造が困難だという報皆が多かったので、再鞣方法

を検討することによりソフト甲革の製造実験を行った。

＇ 工 靴の表底革の耐靡耗性について 2. 合成底

野村英作石原矩武

日本はきもの研究会との共同研究である。

今回は、前年度に引き続き合成底の耐l依耗性を DIN

法により検討した。

tJJ 

,,. 
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2 依頼試験、技術相談、技術指導

(1)総表

部 名 依頼試験 技術相談 技術指導

マイ コ ン技術 件 163 件 452 件

繊 維 部 717 691 358 

iA 几 色 部 1,277 655 561 

化 学 部 1,775 759 147 

食 品 部 1,206 105 671 

木 材 工 業 部 262 395 461 

機 械 金 屈 部 71,003 485 436 

閥 分 子 部 243 624 2,789 

皮 革 分 場 874 1,344 2,035 

合 計 77,357 5,221 7,910 

(2) 各部内訳

マイコン技術

技術相談項目 件数 技術指導項目 件数

マイコンシステム 43 マイコンシステム 231 

マイコンソフト 51 マイコンソフト 163 

池 f・ 回 路 54 氾 千 匝l 跨 50 

そ の 他 15 そ の 他 8 

合 計 163 合 計 452 

繊維部

依頻試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指導項目 件数

糸の物性試験及ぴ測定 34 原 糸 z糸i乙 材 41 メリヤス編成技術 137 

布の物性試験及ぴ測定 l 285 製 編 織 技 術 325 織物製識技術 84 

裁維製品の物性試験及ひilIlj定 190 品 骰 畑且； 理 167 織物、メリヤス 組 織 40 

繊維化学試験 5 新 製 品 l#l 発 18 繊維製品品竹管理 25 

機器分析試験 2 メリヤス、織物組織 56 特 許 出 顧 ， 
そ の 他 201 準 備 機 椋 27 新 製 品 開 発 18 

そ の 他 57 そ の 他 45 

合 計 717 合 計 691 合 計 358 
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染色部

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指祁項目 件数

染色堅ろう度試験 814 jぷIし 料、 顧 料 11 染 料、 顔 料 6 

染 色 試 験 36 糊料、仕上加工剤 48 糊料、 仕上加工剤 68 

染色化学試験 68 iAI< し 色 助 剤 30 染 色 助 剤 16 

繊維化学試験 4 糊抜、枯練、慄白 15 糊抜、柄練、涼白 34 

布の物性試験及ぴllllj定 7 没 iA几 、 捺 染 81 ね•一t iぷIし 、 捺 染 83 

巌維製品の物性試験及び測定 6 仕 上 加 工 73 仕 上 加 工 72 

機器分析試験 115 染色堅ろ う 度 88 染色略 ろ 7 度 33 

一 般物理測定 3 iA 九 色 用 水 10 染 色 用 水 2 

そ の 他 224 排 水 処 理 84 排 水 処 理 122 

染 色 機 械 58 匹ぷ 色 機 械 48 

不 上 り 原 因 153 不 上 り 原 因 72 

そ の 他 4 そ の 他 5 

＾ ロ

計 1,277 合 計 655 ＇ ムロ、 計 561 

化学部

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指導項目 件数

機器分析試験 1,121 用 水、 廃 水 llO 製 造 分 析 45 

（有認磯噌・無、・磯唱化賢合四物）
金 属 51 公 害 防 止 15 

品 質 如且 理 342 試 験 分 析 55 

一般物理測定 154 試 験 分 析 88 そ の 他 32 

そ の 他 500 無 機 化 合 物 50 

有 機 化 合 物 30 

そ の 他 88 

合 計 1,775 合 計 759 ムロ 計 147 

食品部

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指導項目 件数

食品分析試験 830 酒 類 22 酒 類 321 

醍 造 用 水 222 しょうゆ、みそ、食酢 49 しょうゆ、みそ、食酢 57 

機器分析試験 19 水、 排 水 ， 水、 排 水 254 

一般物理測定 2 その他、食品及ぴ薬品 25 その他、食品及ぴ槃品 39 

そ の 他 133 

ムロ 計 1,206 ムロ 計 105 ムロ 計 671 

り
・

り

木材工業部

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指辞項目 件数

木工試験及ぴ測定 114 デ ザ イ ン 37 デ ザ イ ン 23 

挽科及ぴ裕膜の試験及び測定 35 加 工 技 術 81 加 工 技 術 98 

キャスタ ー耐荷重試験 3 挽 装 技 術 196 挽 装 技 術 236 

キャスター車輪振れ試験 4 試 験 分 析 法 48 試 験 分 析 法 76 

『
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キャスター荷重走行試験 4 接 万→＿そ1 技 術 4 接 祐 枝 術 20 
立 A ロ 試 験 32 そ の 他 29 そ の 他 8 
没・ iftは〈 り試験 3 

そ の 他 67 

ムロ 計 262 A ロ 計 395 合 計 461 

機械金属部

依頻試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指迎項目 件数

鋳 物 砂 試 験 1 金 屈 材 料 120 銚 物 技 術 62 
金屈材料試験 11,898 非鉄金屈材料 66 機 械 工 作 51 
動 釣 合 試 験 64 銑 物 技 術 82 :9,合々 接 技 術 166 
機器分析試験 28 溶 接 技 術 63 染色整理機械 12 
機械及ぴ部品の試験検査 3機 械 工 作 50 産 業 機 械 20 
建築材料試験 43,674 産 業 機 械 18 熱 処 理 技 術 31 
そ の 他 15,335 自動化、 省力化 30 自動化、 省力化 86 

そ の
他｀ 56 そ の 他 8 

合 計 71,003 合 計 485 合 計 436 

高分子部

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指迫項目 件数

プラスチック 一般試験 21 成形加工関係 113 物 性 試 験 2,048 

食品衛生試験 176 加 飾 関 係 35 分 析 鑑 定 125 

接祈剤 一 般試験 4 素材適用技術 63 品 質 夕目 理 152 
プラ ス^応ッ ク及びゴムm
百己，， の比率，；人験 1 品 質 ＾ 巳 理 144 新 製 品 開 発 83 

機器分析試験 1 金 土)flJ 77 新 索 材 聞 発 53 
耐 柔 2 接 万→＿9f 54 J I s 試 験 102 
特殊摩耗強 さ 2 物 性 108 接

3^  た

関 係 55 
そ の 他 36 廃棄物の有効利用 18 成 形 関 係 88 

そ の
l 

他 12 ゴ ム 関 係 60 

そ の 他 23 
合 計 243 A ロ 計 624 合 計 2,789 

皮革分場

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指導項目 件数
耐 屈 曲 試 験 4. 埠 備 工 程 18 鞣 59 
半球状可塑性試験 3 鞣 72 染 色 43 
皮の染色／梵擦堅ろう度 77 染 色 104 仕 上 げ 24 
銀 面 割 れ 58 仕 上 げ 97 皮 革 製 品 58 
透 湿 度 ｀ 8 皮 革 製 品 132 化 ，，，子e—· 分 析 596 
肛 さ 79 副 廂 物 利 用 51 物 理 試 験 1,243 
弓I 張 強 さ 66 化 学 分 析 270 そ の 他 12 
伸 ぴ 182 物 理 試 験 594 

サI 裂 強 さ 71 そ の 他 6 
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酎 水 度 7 

吸 水 度 1 

液中熱収縮温度 24 

水 分 4 

全 灰 分 17 ー
脂 肪 分 32 

可 溶 性 成 分 14 

皮 1'.i 分 4 

ク ロ ム 含有凪 45 

限 耗 1 

耐 柔 28 

耐 熱 2 

酎 寒 2 

一般物理測定 53 

染色堅ろ う 度 19 

そ の 他 73 

ムロ 計 874 ムロ 計 1,344 合 計 2,035 

3 研究会、講習会、講演会、 見学会

マイコン技術

年月日 名 称 l開催楊所 内 容 及 ぴ 講 師 受講者数

58. 9. 9 マイコン技術 華 月 殿 コンビューターによる生産管理合理化システム 75名

講 1日” 会 ’ （悧篠研コムウェア
． 

代表取締役篠康太郎氏

59. 3. 8 マイコン技術 紀ノ国会館 CADシステム 73名

講 習 会 貨士通閥システム統轄部

第2システム部

部長代理 三木善徳氏

技 術情報

年月日 名 称 開催場所 内 容 及 び 講 師 受講者数

58. 9.16 技術惰報 県民文化会館 1.特許梢報の戦略的活用と管理 80名

講 孔l」？ 会 住友金屈工業（悧本社 技術l開発企画部

主席部貝 生野正和氏

2.企業の活性化と技術情報の利用 I>" I 

日本科学技術梢報センター大阪支所

支所長代理松尾弘我氏
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繊維部

年月日 名 称 開催場所 内 容 及 ぴ 講 師 受講者数

58.11.21 メリヤス技術 和 工 試 '83 I TMAにおける編機の動向と今後のニット業 48名

講 習 会 界の展望

ニットエンジニアリング侶

代表取締役伊藤暁氏

59. 3. 27 バイル織物技術 紀州繊維 織機へのマイコン応用 22名

講 習 会 センター 兵庫県繊維工業指導所 太田健一氏

アボロ紺機株 森本徳男氏

59. 3. 3 綿スフ綿物織機 泉佐野市 高速織機（ビカノール）の実派 12名

見 学 会

染色部

年月日 名 称 開催拗所 内 容 及 ぴ 講 師 受忍者数

58. 5.13 大阪国際見本市 大 阪 市 産業ロポットショー 8名
＂ 見 学 会

58. 8. 5 同 上 同 上 '83メカトロニるスショー 50名

58.10.27 見 学 会 大阪城国際文化 一国際デザイン展 49名

スボーツホール

58.11.16 同 上 大 阪 市 ESTA・アパレル展 5名

59. 2. 25 糸染研究会 ‘一 が ね E/Cー浴染色法 16名

コンピューターカラーマッチング紹介

化学部

年月日 名 称 開催場所 内 容 及 ぴ 講 師 受講者数

58. 6.30 見 学 会 橋 本 市 日本専売公杜橋本工場 28名

58. 8. 5 大阪国際見本市 大 阪 市 '83メカトロニクスショー 50名

見 、＋ビ 会

58. 9. 9 講 習 会 華 月 殿 コンビューターによる生産管理合理化システム 75名

仰篠研コムウェア

代表取締役篠康太郎氏

59. 2. 23 機器分析技術 和 工 試 1. りん、窒紫の閑境碁禅と自動滴定 25名

＼ 講 習 会 （悧柳本製作所

24 野沢安博氏

藤原喬氏

2.化学業界とコンピューター技術動向

窟士通昧第2システム部

草場茂樹氏
・ヘ

3.最近の原子吸光分析装沼

日本ジャーレルアッシュ昧

上ll:I貞雄氏
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4.高速液体クロマトグラフィーによる最近の応用

保島津製作所分析センター

三上博久氏

5.実習

食品部

年月日 名 称 聞催場所 内 容 及 ぴ 講 師 受ぷ者数

58. 5.25 しょうゆ技術 煤協会館 パイオリアクターによるしょうゆ製造について 21名

講 習 会 和工試証岡登

58. 9.21 和歌山 印91< 洒造組合 泊酒の貯蔵、瓶，i吉工程の管理 22名

消洒研究会 1.新しいi宰下剤とその試験

（管理部会） 和工試南広己

2.消洒管理診断分析について

酒造組合今井武氏

59. 2.17 土産品審在会 リ，し 経 済 和歌山県優良土産品審査 30名

センター 和工試南広己

59. 2.28 酒米研究会 酒造組合 58年度の酒米調査と今後の検討 14名

和工試南広己

59. 3. 6 和歌山県 同 上 哨酒審在 8名

消酒鑑評会

59. 3・. 8 和歌山県梢酒研究会 同 上 哨酒審在 17名

（合同酒造部会）

59. 3.13 和歌山限 同 上 吼酒競技会 55名

消酒研究会

59. 3.13 講 'Iロ刃 会 同 上 1.酒造業界の現況 55名

岡本酒造昧社長 岡本芳郎氏

， 2.シュガーアナライザーによる泊酒分析

和工試南広己

木材工業部

年月日 名 称 聞催場所 内 容 及 ぴ 講 師 受講者数

58. 10. 8 家具塗装技術 和 工 試 家具登装の理論と実際 33名
10.22 
講 習 会 和工試浦野健三10.29 

11. 5 
11.12 
11.19 

58.10.23 家具デザ イン 海南商工 家具デザイン 20名

講 習 会 会 議 所 和工試小川幸夫

58.10.27 技術育成事業 和 歌 山 木製家具、建具喰装技術の翡度化 40名

講： 習 会 建具組合 日本カバーリング社 山岸封治氏

58.11.19 家具樅装技術 和 工 試 家具挽装技術 18名

講 習 会 和工試浦野健三

59. 2.13 樹脂加工 同 上 紙張合板ポリエステル加工 18名

2.18 溝 習 会 和工試浦野健三

゜

f J I 

,. 
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機械金属部

年月日 名 称 開催均所 内 容 及 ぴ 講 師 受ぷ者数

58. 5. 29 浴接技術 和 工 試 J I S溶接技術検定試験のための池備，溝習会 29名

7.19 溝 孔自刃 会 w 辺 市 1. J I S溶接技術検定制度と受験上の注意 32名

10.16 新 9C」『―’l • 市 和工試岩鶴昭 25名

10.22 和 工 試 2.検定試験と溶接棒 17名

10.23 日高総訓 住金溶接棒仰技術部 40名

3.実地指導

住金溶接枠仰技術部

58. 6. 4 溶接技術競技会 和 工 試 和歌山限溶接技術競技会 41名

58. 8. 3 同上審査会 同 上 1.外観、 2．曲げ、 3.X線試験 7名

審査会

58. 8. 5 大阪国際見本市 大 阪 市 '83メカトロニクスショー 50名

見 学 会

58. 9. 9 溝 習 会 華 月 殿 コンビューターによる生廂管理合理化システム 75名

恨篠研コム` ウェア

代表取締役篠康太郎氏

58. 9.16 講 習 会 叫民文化会館 技術情報，溝習会 80名

1.特許梢報と戦略的活用と管理

住友金屈工業（悧本社 技術聞発企画部

主席部貝 生野正和氏

2.企業の活性化と技術梢報の利用

日本科学技術梢報センター大阪支所

支所長代理松尾弘致氏

58.10.27 見 学 会 大 I仮城仔FL：序文化スナ ・ソホ Iレ 国際デザイン展 49名

59. 2. 21 鋳造技術 鎖物組合 コールドボックス法について 18名

講 習 会 山川産業卸工博浜w繁之氏
59. 3. 8 講 習 会 紀ノ国会館 CADシステム 73名

面士通仰システム統轄部 第2システム部

部長代理 三木善徳氏

59. 3.16 展 ホ 会 和 工 試 CNC旋盤展示会 120名

l今 大日金属工業株

58. 4. 24 検定試験 同 上 J I S浴接技術検定試験 77名

58. 6.11 

l(2 
同 上 同 上 同 上 87名

58. 7.24 同 上 w 辺 市 同 上 84名

58. 8.2217 8 同 上 和 ．エ 試 同 上 110名

58.10.23 同 上 新 古白 市 同 上 74名

58.10.30 同 上 日高総訓 同 上 51名

58.11. 5 I 同 上 和 工 試 同 上 76名
→ 

6 住友金属 113名

鉄骨・製缶 34名

59. l.21 同 上 有 w 市 同 上 74名

- 15 -



59. 1. 2~ I同
蕊

59. 2. 191 同

上 I和 工 試 同上 125名

上 1日高総訓 同上 52名

高分子部

年月日 名 称 開催均所 内 容 及 び 溝 師 受ぷ者数

58. 8. 5 大阪国際見本市 大 阪 市 '83メカ トロニクスショー 50名

見 学 ムコ

58. 9. 9 講 習 会 華 月 殿 コンピューターによる生産管理合理化システム 75名

(ffi篠研コムウェア

代表取締役篠康太郎氏

58.10.27 見 学 会 大阪城国際文化 国際デザイン展 49名

スポーツホール

59. 3. 8 講 習 会 紀ノ国会館 CADシステム
I 

73名

岱士通諒システム統轄部第2システム部

部長代理 三木碧徳氏

59. 3.16 プラスチック 和 工 試 1.プラスチック加工技術動向について 30名

加工技術 プラスチック加工技術協会理事

講 習 会 工博綾井英二氏

2.押出成形技術について

大阪精機工作閥

常務取締役 LL1口邦彦氏

3.射出成形技術について

日精樹脂工業併大阪裳業所

副参平小山修一氏

59. 3. 22 技術普及 出辺商工 ポタンの製品化技術の向上 25名

溝 習 会 会 議 所

皮革分場

年月日 名 称 開催場所 内 容 及 び 講 師 受講者数

58. 8. 2 皮革技術 芦原文化会館 原皮と革市励の動向 40名

講 油 会 （社）日本タンナーズ協会

出口公長氏

58.12.17 同 上 一 橋庵別館 ヨーロッパの皮革事梢 41名

昭和女子大学教授

岡村浩氏

59. 2. 27 皮革技術 和歌山県 映画 1.太鼓の皮 40名

講 習 会 皮革産業会館 2.鹿 皮

3.しぼり染

4.コー ドパン r 

東京都産業労慟会館

中島健氏

59. 2. 27 同 上 同 上 スライド 40名

〈つに対する消代者からのクレーム

- 16 -
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』

一
元東京炭工大学教授 ． 

‘’ 
菅野英二郎氏

59. 3.14 シンポジウム 同 上 ］．省クロムなめしの碁本構想 40名

東京／煤工大学助教授

白井邦郎氏

2.クロム削減による鞣製技術

束京都立皮革技術センター

宝山大喜氏

59. 3.28 皮革技術 同 上 新製品の開発 31名

講 複（ 会 「若い人の考え方の生かし方」

和歌山県技術アドパイザー

吉川博教氏

4 技術者の養成

マイコン技術者研修（中期） `~ 1.期間 58.8. 23~11.16（週2回）

2.参加人貝 23名（修了20名）

3.内 容 ①デジタル回路

②マイコンハード

③マイコンソフト

技術研修受入

研了厄― 目的

消酒 一般分析~

氏名

薮内 武

派逍会社名

世界 一 統仰

期 而

58. 5. 1~ 2ヶ月

- 17 -



III試験研究備品購入一覧表

設詔部名 機 械 名 数砒 升土I J 式 仕 様 備考

マイコン ロジックアナライザー 1 岩崎通信SL-4602 
一

1,090,000 
本体及ぴ付屈品 論理回数及ぴ8085、Z80CPU解析用

二 次冗制御モデル 1 悶山通商T-1034 210,000 

全回路マニュアル付

繊維部 シンカー台丸機 1 スイス製MW900 1,615,000 

タイプマルチワーガー

匝径26インチ、 20ゲージ 給糸口数28口
染色部 試験用泡発生機 1 山東鉄工製WKC 1,900,000 

吐水i,l100~1000,nl /min 
泡アプリケ ー タ 1 山東鉄工製WKC 5,410,000 

スリット及びロールコータ

働幅600mm、速度0~lOm /min 

括l箔用スチ ー マ 1 山束鉄工製WKC 2,200,000 

20KWスーパーヒーター付

静 氾 測 r疋上 装 沼 1 京大化研式ロークリースタテックテスターRST-201 1,200,000 

静阻気発生装招、オシロスコープ

自動記録装置、スタテイガン

高温高圧タイプ染色機 1 テクサム技研製MCl2E L 2,000,000 

ミニカラー12色ポット染色機

ドライクリ ーニング試験機 1 試験シリンダー 1個架 370,000 
化学部 自動残溜炭索分測定装詔 1 IJJ中科学製ACR-5S 510,000 
食品部 果 実 硬 度 計 2 ユニパーサル型 UA型、 UB型 87,200 
木材工業部 送風定温乾燥機 1 熱風循閑式 220,000 

ペイントインスペクション 1 エリクセン杜 455型 250,000 
ゲ ン̀ • マルチクロスカッター295型付, 

機械金屈部 自動温度制御装逍付氾気炉 1 シリコニット高熱工業製BSH-3060S型 5,800,000 
e 

自立式PCR型制御盤付
ハコ ンンデピイ ュパ ーーソタナ ーJレ 1 キャノンX0-07 107,000 

高分子部 パ ー コル硬度計 3 硬質プラスチ ック用 G Y Z J 934-1 411,000 

軟質 II G Y Z J 935 

極軟竹 II G Y Z J 936 
皮革 分 勘 ポ ケ ッ ト型 PH 計 1 横河氾機製作所製 PH51型 72,000 

ウオ ー ターパス 1 大和製BT-25 水平振と う機付 107,000 
送 風定温乾燥機 1 熱風循巧！式 220,000 

,.. 
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パイル抜け防止生地の開発研究（第5報）

実用化のための製織試験

繊維部 角谷秀昭 神前 涛 上川二三雄
J
 

要 旨

パイル織物へ、からみ組織を導入することによリバイル抜け防止の組織を有する生地を製織

したが、先に提案した綜統、カムに種々の不備を見い出すことができた。即ち、メインカムの

改造、綜統の構造、材牧上から発生するニップミス、糸切れ等である。

1 緒言

本県の煎要地場産業である高野口町、かつらぎ町を

中心とするパイル、シール織物生地の現在のインテリ

ヤ中心から衣料等への利用が望まれている。そのため

には、風合上から 、毛抜け防止の樹脂加工における樹

脂の塗布砒をできるだけ抑えることが試みられている。

筆者らは、織物構造上から毛抜けの少ないバイル生

地を生産しようとからみ組織をパイルシール織物へ導

入することを試みている。第 1報では、組織を提案し、

第2報では、特殊綜統を、第3報では、それを使用し

た製織機構を検討した。第4報では、それらの製織を

可能にするカムを設計し報告した。

本報では、運転を行った結果、種々の不備を見い出

すことができたので報告する。

2 目的

前報で設計した特殊綜紐及ぴ特殊カムの改造点を見

ミー勺

い出すために行った。

3 方法

試作した特殊綜統を識機（西独グスケン社ダプルレ

ピアペロマット機）へ取り付け、製織運転を行った。

従来のタテ糸の間に特殊綜統を入れ、回転数を、織

機に付屈しているモーターをプー リーで1分間約4.5

回転にして、糸の動き、糸の状態を観察した。

4 結果

製織時発生した製織ミスを以下に示す。

（イ）糸切れ

糸切れは、第 3報に示した製織工程の第3工程時に

多発する。即ち、特殊綜統（10)のニップヘルドの切

欠(22)に把持されたパイル糸(P)が上地タテ糸（一）、

（二）より、識前からみて左側を上昇して特殊綜統(10)

の台形開口 (116゚ ）の上端に達する間に発生すること

が多いことが品められた。その様子を図 1に示した。

→ 
` ̀ ； 

＇ ． 
I 

I 

＇ . 
． 
I 
I 

＇ 

→ 

三 」↑

,
r
,
'
,
1
9
9
9
,
1
1
1
1
,
1
,
 

図 1 バイル糸と特殊綜統の摩擦
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図1のニップヘルドの切欠 (222)の斜辺及ぴ、仕

切壁（118)と糸との摩耗により切断することが認め

られた。

（口）ニップミス

製織中、パイル糸を特殊綜統の切欠部 (222)で二

ップして次の工程へ移らなければならない折、時々ミ

スをすることがみられた。即ち、第3報の製織機構工

程の第4工程から第 1工程への移行時である。その原

因は、試作した特殊綜統の幅が広いため、他の地タテ

糸とパイル糸が互いの毛羽でからみつき、完全にニッ

プされないまま次の工程へ移行するためである。

（ハ）綜統等の摩耗について

綜統等の製織運転のための摩耗は認められなかった。

5 検討

上記の不備を打開するための改造点について検討を

した。

（イ）糸切れ

従来のパイル綜統でパイル糸が開口している間に、

特殊綜統が第4報に示した特殊カムにより中口開口さ

せ、よこ糸を操入して特殊綜統をカムにより上口を開

ロさせ、従来のパイル綜統による運動に移行するため

には短時間でカムを回転しなければならない。そのた

めカムとカムポールが衝撃的なショックを受けると共

に、糸の移動が急激であるため糸切れが発生するもの

と思われる。

その対策として、図2に示す様に製識時のカムダイ

A 

32綜統

クランク角

100 

カム角1変
B l -50 

c
 

105 

210 f 
-----------------------・-・----・」 開口

410 

,o 
ヽ• ・ー 、.,v 

特殊綜統 「―------f宍 ―-----------------------／二、―---------1中口llflロ

下口1俎口

~ I 
からみ動作Nal

k 汁
からみ動作Na2

34 粽統 lクランク角90

36 

38 D 

40 

205 450 565 

465 
上口1閑口

聞口

閉口

図 2 '製織時のカムダイヤグラム

図 3 上地からみパイル糸のカムの一例 図4 下地からみバイル糸のカムの一例
p 

ヤグラムを変更する必要がある。即ち、メインカムの ることにより解消できると思われる。又、それに伴な

開口を第4報ではクランク角245~285゚、 40゚ の間隔 う上地からみ糸のカム、下地からみバイル糸のカムの

であったのを410°、465゚ にし、それに伴ないからみ動 一例を図3、図4に示す。

作No.2をカム角度40べをカム角度を55゚ 迄、大きくす なお、からみ動作角度をより大きくするほどスムー
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ズになると思われる。

（口）ニップミス

ニップヘルドのニップ部へ従米のパイル綜紐で移動

してきたパイル糸をニップするタイミングが非常に短

かいこと 、毛羽等で、地タテ糸とパイル糸の完全分離

が、不十分のため、ニップミスがみられた。原因は、.. 
特殊綜統の幅が約5mmと非常に広いこと （第2報に示

した(114)と（118)の聞の）及ぴ、仕上加工の不十分

から糸と綜統の靡耗にあると思われる。透き1廿l(ll6°)

が小さしヽ ため。

6 結論

以上、試作特殊綜統により運転を行った結果、種々

の不備が発見された。即ち、メインカムの改造、綜統

の梢造、材質、仕上げ上から発生するニップミス、糸

切れ等である。

今後、カ ム、綜統の改造を中心に更に検討して、そ

れらの課題を解決していきたい。
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コンパウンドニードル編機

繊維部吉田米蔵上川二三雄神前痔

1 はじめに

1589年ウイリアムリー（英）によるヒゲ針を使用し

た靴下編機が発明され、 1810年プハンネル（英）の丸

編吊機、 1847年メロー（英）によるトンプキン機によ

るヒゲ針の時代に続き、 1849年タウンゼント（英）の

ペラ針の発明を生んだ。以米、 1935年トリコット機に

パイプ針を使用されることがあったけれども、今日ま

でペラ針中心であった。

編機の歴史

1589年

1816年

1847年

1849年

1935年

1966年

1979年

1983年

1984年 一

ウイリアムリー（英）による靴下編機、ヒゲ針

プハンネル（英）による丸紺吊機

メロー（英）によるトンプキン機

マシュウ ・タウンゼント（炎）による、ペラ針

パイプ針の発明、 トリコット機に使用、 400C/min→1000 c /min 

林貞七 自J1))スライド針、メリヤス科学へ発表（伊藤暁）

シャハウゼマルチワガ国際繊維機械展（ハノ ーパ）へ出品

アルビ国際繊維機械I足（ミラノ）へ出品
国内において数社が開発中

しかし、 1966年伊藤暁により林貞七の自動スライド

針が「メリヤス科学」誌上に発表され、 1979年ハノー

パの国際繊維機械展に、シャハウゼマルチワガ社が、

丸編機にコンパウンド針（複合針）を採用した紺機を

出品し、ニット業界の注目を浴びた。続いて、 1983年

ミラノの同機械展にアイピー社からも、コンパウンド

針編機を出品されるに及んで、次の丸編機は、コンパ

ウンド編機であると言われる様になった。国内におい

ても、数社に於いて、この種の編機の開発が進んでい

るようである。

図 1に、代表的編針の沿革を楳式的に示した。

昭和58年度、中小企業庁技術指導施設骰補助金を得

て、当勘に、シャハウゼマルチワガ社のコンパウンド

針編機（台丸機）を設附された。今後、該機を利用し

て、機械の改造、編組識等を研究するつもりであるが、

本報では、その編成法について下に掲げる。

2 丸編機における各種針の比較

現在、丸編機について使われているヒゲ針、ペラ針、

コンパウンド針について、針の耐久度、生産性、生地

風合からの比較を表 1にまとめた。

后 履

1589年

丸紺機

（吊機）

トリコット

FF編機

1849年 1935年

丸編機 トリコット

横編機

― ` フッンエル

ミラニーズ編機

1964年

ワルテックス編機

じ、：： ：ノク）

1966年

丸紺機

実用化されて

し、なし、

（メリ ヤス科学）

バイプニードル改良岱

コンパウンドニードル

トリコット、ラッシェル

（マイヤー社）

図 1 編針の変遷
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表 1 丸編機における各針の比較

ヒ ゲ 針 ペ ラ 3 1・ コンバウンド針

ヒゲ先がノックオーパするご ペラの開閉運動により、押目 針ペラがフックと別に上下に
とにプレッサーにより押し下げ 釘の支点である突起部の限耗、 スライドされるので針にリペッ

針の耐久／変 られるために、折れやすい。 溝へ綿屑が入＇）、動きが悪くな ト及ぴペラ溝がなく針の耐久力
ったりガタつき、フックに落ち があり針の消耗が少ない。

』 込んだり、ペラと 7 ソクの衝突

で摩耗しやすい。

針自体が固定されており、紺 ペラ針は針自体、上下運動す ストロークがペラ針の半分以

生産性
目形成はすぺて補助装凶が必要 るだけで1レープ形成ができるた 下であるので口数が多くなり 、
とな りキャリアスペース大で、 め生廂性がよい。 ペラ針より生産性がよい。
ロ数が少ないため生廂性が小さ

し、゜

紺成時の糸張力が小さく、補 給糸する時の編成点において 針のス トロークが短く、ノッ

生地風合
助装詔によリノックオーパさす 糸張力が大となり、ノ ックオー クオーパーを直線的に行うた

のでループがそろって美しく傷 パーする時にループが広げられ、 め、糸に無理なく編成できるの

が少ない生地が得られる。 ストロークが艮＼ヽため、糸が針 で傷の少ない風合の良い生地が

でこすられ生地風合を害する事 得られる。

がある。

゜

アルピー社 一般的ペラ針 シャハウゼマルチワガ社

図 2 ペラ針、コンパウンドニードル編成 過程図

3 コンパウンド針による編成過程について コンパウンドニー ドルは、ノックオバー が容易であるの

アルピー社、及ぴシャハウゼマルチワガ社のコンパ で糸に過大の力がかからないことがわかる。又、それ

ウンド針と一般的ペラ針の編成過程図を図2に示す。 ゆえ、均ーな風合上すぐれた生地が得られるのである。

注目すぺきことは、一般的ペラ針における編地編成ス 4 シャハウゼマルチワガ社コンバウンド針編機の編

トロークは16mmであるに比して アルピー社のコンパ 成工程について
と

ウンド針のそれは 8mm、シャハウゼマルチワガ社は 5mm 当場設詔のシャハウゼマルチワガ社のコンパウンド

である。それは同じ直径の編機なら、コンパウンド針 針編機についての編成過程図を図3に示す。

紺機は、ペラ針の編機の数倍の給糸口を設けることが スライダー、ノックオーパー シンカー ニードルの

可能であることになる。又、図から明らかのよ うに、 上下により編地を形成してゆ〈のであるが、この編機
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給糸シンカー ロニ

スライダー

ニードル

図3 シャハウゼマルチワガ編成過程図

の特徴は、給糸シンカーの前進度合により、パイル長

を調整していることであり、それを正確に、前進させ

ているのがプロペラ状装散である。その概要は写真に

示すとおりである。

以上、当腸設晋のコンパウンド針編機について編成法

を報告したが、現編機は、タック編、ウエルト編が不

可能である。箪者らは、すぐれた品竹の所以を解明し

てゆくと共に、それらの組織の編成について検酎する

つもりである。
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低温キュア触媒による樹脂加工の研究

I.セリウム(N)イオンを開始剤とした

グラフト共重合による綿織物の難燃加工

染色部 久保田静男 田村禎男

要 旨

綿サテンにピス （2-クロロエチル）ピ・ニルホスホナート (CEVP)ーアクリルアミド

(A Am)一塩化ピニリデン(VDC)の三元コモノマーをセリウム(IV)イオンを用いて水系20℃

でグラフト共重合した。限界酸紫指数LOI27は、コモノマー組成A（モル％）CEVP30.3、

A A m25.0、VDC44.7の場合はグラフト率38％で得られ、組成B （モル％） CEVP17.6、

A A m43.5、VDC38.9の場合はグラフト率29％で、組成C （モル％） CEV P18.0、AAm

22.3、VDC59.7の勘合はグラフト率45％で得られた。

1 はじめに

最近、ホテルニュージャパンの火災が起こり、大t参

事となった。都市の過密化、高屑化に対処して、消防

法、建築碁準法によって、カーテン、カーペット、壁

装材等の難燃化が法規制されている。そして、ホテル、

病院等の寝具類について難燃化するよう消防庁より通

達が出され、行政指導が行われている。I)

一方、厚生省の「有害物質を含有する家庭用品の規

制に関する法律」により、 トリス（ 1-アジリジニル）

ホスフィンオキシド(APO)、 トリス（2,3-ジプロモ

プロビル）ホスフェート、ピス（2,3-ジプロモプロビル）

ホスフェート、ホルムアルデヒドが規制されている。1)

従来より、プロパン加工 〔テトラキス（ハイドロキ

シメチル） ホスホニウムサルフェート、 (HOCH2),p+ 

s O,2― p+ (CH20H),、 THPS、 Albright& 
Wilson杜〕、ピロパテックスCP〔Nーメチロ一ル

ジメチルホスホノプロビオンアミ↓ド、

(CH30)2 — ~ -CHん出CONH • CHzOH、 Ciba-p 

Geigy社〕が綿の耐久性難燃加工剤として用いられて

いるが、前者はアンモニアキュアを行う為、特殊な装

沼が必要であり、後者はトリメチロールメラミンを併用

する為、加工布よりホルムアルデヒドが遊離発生する。

以上のことから、現在加工が容易であり、甜性がな

〈、ホルムアルデヒドを遊離発生しな＇い綿の耐久性難

燃加工剤の開発が必要である。和歌山地方は綿製品の

産地でもあり、当試験場でも以前より、 綿の難燃加工

に関する研究を行ってきた。すなわち、ク ロロー 1'

3,5ートリアジニル基を反応基と寸して用いた加工剤、 2-

クロロ—4,6ー ビス（ジー 2 — クロロエトキシホスフィニー

ル）ー1,3,5ートリアジン等の化合物による綿の難燃加

工について報告した。2)そして水系、室温付近(20~40

℃)で、グラフト効率良くグラフト共煎合を開始する

セリウム(N)イオンを開始剤に用いて、綿織物にN、

N'ーメチレンピスー2ープロペンアミド等をグラフト 共

重合ずることによるイージーケア加工、 3.4)及ぴメタク

リル酸メチル等のグラフト共重合による綿の分散染料

による～転写捺染 5)について既に報告した。また、ピス

(2 -クロロエチル）ピニルホスホナートを酢酸ピニル、

塩化ピニリデンと共にグラフト共団合すると 、綿織物

を難燃化できることを報告した。 4,6)今回はピス（2-ク

ロロエチル）ピニルホスホナー トとアクリルアミド、塩

化ピニリデン三元コモノマーのグラフト共重合による

綿綿物の難燃加工について検討したので報告する。

2 実験

処理布は常法により精練、漂白した綿サテン(129.3 

9 Im')を用いた。ピス(2-クロロエチル）ピニルホスホ

ナート (CEVP)は滅圧蒸留して用いた。アクリルア

ミド(AArn)はベンゼン中より再結品し、塩化ピニリ

デン(VDC)は蒸留して用いた。硝酸セリウム(N)ア

ンモニウムは減圧下、 50℃で乾燥後使用した。他の溶

剤、試薬は常法により精製して用いた。予備試験の共

重合は脱気した封管中で行った。コポリマー中の組成

は元紫分折の窒索パーセント、炭紫パーセントより求

めた。モノマー反応性比r1、m は曲線合致法により

求めた。綿サテンヘのグラフト共頂合はコモノマー 7

％あるいは14%、水溶液中、浴比1: 40、20℃,〔Ce"〕

= 4 x10-3モル／ （の条件で四ッロフラスコ中で時々
挫拌しながら行った。処理布は水洗後、水、 THF、

アセトンで順次ソックスレー抽出 し、フリーのコポリ

マーを除去した。グラフト率は次式により求めた。

処理布の煎さ(9)一原布の直さ(9)
グラフト率(%)=~ X 100 

原布の重さ (9)

燃焼性試験はスガ試験機株製ON-1D型燃焼性試

験器を用いて、酸紫指数法(JI S K7201-1972)によ
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り行った。

3 結果と考察

3 -1 共煎合

予備試験としてCEVP-AAm、CEVP-VDC、

VDC-AAmの共重合を行い、モノマー一共菫合体

組成曲線を求めた。 CEVP-AAm（モノマー比l

: 1、共重合時間20min、重合率16.3%)、VDC-

AAm（モノマー比 1: 1、3min、28.7%)の共重合

速度は速いが、CEVP-VDC（モノマー比 1: 1、

13.3 hrs、33.4%)の共重合速度は退かった。 CEVP

〔M正 AAm共重合組成曲線を図1に、CEVP〔M1〕

-VDC共重合組成曲線を図2に、VDば M1)-AAm 

共重合組成曲線を図3に示す。
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3分l:il重合共頂合体紐成はN%よりill紅 した。 r1 =O.l、 1'2=6.0 

図 3 VDC国 1〕-+AAm 〔M2〕共重合組成曲線

図 1、2、3より、いずれの系でもコポリマー中の

〔M,)含有屈はあまり多くなかった。モノ マー反応性

比は次のようになった。 CEVP 〔 MJ — AA m(M2l 

共重合： r1=0.05、 r2=4.0、CEVP〔M,l-VDC 

〔M2]共重合 ：r1=0.4、 r2=4.0、VDC(M,l-AAm 

〔M2〕共重合 ：r1=0.1、 r2=6.0 

3 -2 綿サテ ンヘのグラ フト共重合

綿サテンヘCEVP、AAm、VOEの三元コ モノ

マーを次の条件でグラフト共重合した。 コモ ノマー7

％、組成A:CEVP15ml、AA m 5 9、VDClOml、

（モル％30.3:25.0: 44.7)、組成B: CE V PlOml、

A A mlO <;、 VDC 10ml、（モル％17.6:43.5: 38.9)、

組成C: CE V PlOml、AAm 5 <;、 VDCl5ml、（モ

ル％18.0:22.3: 59.7)、水溶液500ml、浴比1: 40、‘

20℃ヽ 〔Ceり＝4 x10 -3 モル／／。

重合時間一重合率の関係を図4に示す。
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浴比l: 40，水溶液500.t,20℃,〔Ceり ＝4x10-3モル／t

図 4 綿サテンヘのグラフト共重合
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図4より、グラフ 卜`共重合速度は組成A(5.2hrs、

8.1%)、組成B(4.8hrs、16.2%)、組成C(3.0hrs、

14.9%) と順に大きくなった。

なお高いグラフト率の処理布はモノマー汲度14％で

上と同様にグラフト共巫合して得られた。

ヽグラフト率に対する処理布の限界酸索指数(LOI) 

のプロットを図5、6、7に示す。
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図 7 グラフト率に対するLOIのプロット

図5より、コモノマー組成A（モル％CEVP30.3、

A A m25.0、VDC44. 7)の瑞合は、グラフト率35.33

％でL.0127.2になった。図6より、コモノマー組成

B （モル％CEVP17.6、AA m43.5、VDC38.9)の

場合はグラフト率36.72％でLOI28.lが得られた。ま

た図7に示すようにコモノマー組成C（モル％CEVP

18.0、AA m22.3、VDC59.7)の場合はグラフ ト率

51. 34％でLOI27.2が碍られた。なお原布のLOIは

18.9であった。 コモノマーとしては組成B>A>Cの

順に難燃性が高〈なった。LOI 27以上で他の難燃性

試験(45゚ ミクロパーナー法）等にも合格すると思われ

る。LOI 27が得られるグラフト率は図5、6、7より

コモノマー組成Bでは29%、組成Aでは38%、組成C

では45%となった。

図5、6、7の結果と前報位の結果を比較すると、

CEVP-AAm-VDC系の方がCEVP一酢酸ピ

ニルーVOE系（グラフト率73%-LO I 26.5、131%

-LO 128.5)よりも、グラフト率が小でも LOIが

濶くでている。 このことは窒索のクロル、リンとの相

乗効果である と思われる。

参考文献

l) 久保出l浄男、染色工業、 32、74(1984). 
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発表会講演要旨梨、P.227 (1981)束京。

5) 久保山静男ら、繊維学会誌、 39、T-421(1983). 

6) S. Kubota et al. Abstracts of Paper, ACS/CSJ 

Chemical Comgress, Part I, Cell 200(1979) Honolulu. 
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ゲルクロマトグラフィーによる染色排水の

特性と処理プロセスの評価（第2報）

一捺染排水のゲルクロマトグララィー一

染色部

1 緒言

先にゲルクロマトグラフィーの手法を用いて、糊抜

粘•練排水の特牲及ぴ処理性について報告した；）

今回は捺染排水に対する凝巣処理及び生物処理の

評価を同様の手法を用いて行ったので報告する。

2 実験

2 -l 排水処理

排水は綿及ぴ綿／ポリエステル混紡布の捺染工場

における総合排水を使用した。これには、糊抜籾練排

水は別途処理のため含まれていない。

排水は第 1図に示す工程により処理を行い、定祁状

態になったのち、ゲルクロマトグラフィ ー用試料を採

取した。これらの処埋における条件を第 1表に示す。

処"1

3
 ＇ 
公遍ろルゲm

 ＂^ 
5
ろ
4
 。三

↓
□己~o.ぢ・ゲルろAぶ｝

°ね＂＇ ・ゲ,,,,過ぷI

□ 0.ぢ・ゲル9>心 11

図 1 排水処理のフローシート

表 1 排水処理の条件

凝梨沈澱法 活性汚泥法

凝染剤 FeCl2 800mg/ l 温度 27℃ 
アニオン高分子 3mg/ t 曝気槽容栢 3. 1 e 

沈降槽容梢 o.3 e 

凝果pH 10.5 排水流入址 9.H/□ 
（滞留時1iij) (8時liiJ)

急速攪はん 150 r p m 5分 汚泥＇j|抜:fit 0.1 t /13 
緩速攪はん 30 r p m 10分 （汚泥令） (30日）

叫．気駄 0.4 V V m 

中岡元信石井友章長谷川栄子

2-2 ゲルクロマトグラフィー

ゲルとして SephadexG -15を使用した。実験装附

を第2図に、実験条件を第2表に示す。

表2 ゲルクロマトグラフィーの条件

ゲル

カラム
ゲルペット容栢(Vt)

ゲル空I::I容杭(Vo)

押出し液

押出し速度

試料添加J;t

フラクション容積

Sephadex G -15 
2. 1cm X 62cm 

205mt 
60me 

蒸併水

8.7me/ hr・ cm' 

5 me 

1ome 

a:押出し液貯留槽

b:マイクロチュープポンプ

c:カラム

d:フラクションコレクター

→ 
図2 ゲルクロマトグラフィーの実験装四

ゲル充埴の均一性、及ぴVo（ゲル空間容栢）の算出

には、プルーデキストラン（分子屈200万）を用いた。

クロマトグラフィーの各フラクション液について

TOC, UVを測定した。

3 結果と考察

第3因に原排水の、第4図と第5図に処理I（原排

水→活性汚泥→i疑某沈殿）の各処理工程におけるクロ

マトグラムを示す。

原排水では、 6個のTOCピークが存在する。活性汚

’̀ 
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捺染排水のゲルクロマトグラム

試料TOC;212mg/ £ 

泥処理によって、Kav= 0の分子砒1500以上の物竹と 、

Kav =0.83付近の物竹が消失している。それぞれのT

OC/UV比などから Kav=0の物竹は捺染用糊料の一

部で、Kav=0.83の物骰は尿素であると思われる。

Kav =0.48の物牧は、そのフラクション液の沼色度

から 、大部分が染料である。このフラクション液は、

可視部の510nm付近に最大吸収があり、吸光度は原水
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で0.04、活性汚泥処理水で0.023であった。また、i疑集

処理によって、低分子秘領域ヘシフトし、 Kav=0.62 

付近で苅色度が最大 （吸光度で0.007)となった。これ

は第 6図に示すUVパターンの変化によっても知るこ

とができる。このため、 Kav=0.62付近の物＇質の TOC

は、凝梨処理することによって、かえって高くなって

きている。

Kav =0.14付近と、 Kav=0.34付近の物竹は、活性

汚泥やi疑梨による処理の難易の傾向はみられず、どち

らの方法によってもある程度、除去しうるものの、未

処理のTOCが残存する。

捺染排水の活性汚泥法と凝集法による 2段処理で、

凝巣法を先に行った例（処理II)での各処理のクロマ

トグラムを第 7図と第8図に示す。また、そのフラクシ

ョンのUVパターンの変化を第 9図に示す。

処理IIにおいても、凝巣処理によ って、Kav=0.48 

付近の物竹の低分子屈側へのシフ トがみられる (Kav

=0.48から0.55に）。しかし、その後の生物処理によ

っても、 Kav=0.55付近の物質の TOCは、そう大きく

滅少しておらず、低分子屈側へのシフトが、即、生分

解性の向上へとはつながっていない。
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Kav =0.14付近の物牧の TOCは、処理IIの方が低く

なっている。これは、 Kav=0.14付近の物質が凝梨処

埋によって、クロマトグラムのパターンには表われな

いものの、何らかの変化を受けて、生分解性の向上を

みたためと推測される。最終処理水の水序iが、処理 I

よりも処理IIの方が優れているのは、このことの寄与

するところが大きいと思われる。

第5図、及ぴ第8図にみられるように、捺染排水
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原水 …-----ー凝集沈殿処理水 ー・一・ー凝集沈殿ー活性汚泥処理水

をi疑梨法と活性汚泥法の組み合わせで処理しても、分

子秘1500以下の 3種類の分子磁の物牲が残存する。そ

れ故、より高度の処理を行おうとする場合の処理方法

の選定にあたっては、これら 3 種類の分イ•屈すべてに

対して有効な方法を選択しなければならない。

参考文献

1) 中岡ら、和歌山貼工業試験瑞報告

昭和57年 P40(1983) 
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捺染における色合わせの合否判定 (、1)

要

染色部 大萩成男谷 正博田村禎男

従米の色合わせの合否判定は人の視感に負っているが、この方法では判定打個々の合否がく

いちがったり 、発注者への説符力も弱い。そこで、この欠点を測色技術と判定基準の数値化で

補完するこ とを 目的とした。今回はそのii’11紺段階として、捺染工場の現行の合否判定に関する
一般的レペルの有無とそのパラッキの実情について調査、検討した。期待されたような一般的

レベルは求められなかったが、捺染におけるそれはCCMなどでいう，i午容範囲に比ぺかなり低

い（甘い）レペルに設定される必要があるボがわかった。

1 はじめに

捺染、没染を問わず、従米より 、色合わせ工程は人

の視感 ・センスと経験上符られたデータの苦梢の上に

成り立っている。そして、この方法では色合わせの目

t＄色と生産色との「色のちがい」をも人の視感 ・セン

スによって判定せざるを得なかった。この視感による

判定については、判定者個々によりくいちがうことが

あったり、数偵化されていないだけ発注者への説得力

も弱いという欠点がある。

そこで、こうしたトラプルをできるだけ少なくする

ため、この判定を妥当と名えられるilllj色から得られる

数1直で代行させようという試みが国内外でいくつか行
われ、更にこの名え）］は最近のCCM・ CCS等の名

え方の'/':・及によって拍車がかけられた。

しかし、こうした判定規定値は非‘常に1更利かつ合理
的で説得力のあるものとしても、それが視感と合致し

た正しいスケールで、生産品の適品的属性に応じた妥

当性を有する判定規洲に碁づくもiのでないかぎり、か

ぇって無）Tlな混乱を紹米することになるであろう。 何

故なら、この規準が厳しすぎると、確かに色彩的には

Fl栢色に近いものが符られるが、そのため過剰な労力

と時間とを1！すこ とになり、逆に甘すぎると現場生産
段階における色修正を要したり、生製品の色特性上の

トラプルのもとになる可能性があるからである。

いずれにしても、現在行われている色合わせの判定

については数値化が可能な），い柑」が潜在的に存在するの

かどうかを知る必要がある。もし、それがあるとすれ

ば、いったいどのようなレペルであるかを視惑に合っ

たスケールにより客観的な数1仕で表現するボができる
はずである。

このような考え方に基づき、そのための準備段階と

して行った色合わせの合否判定の実梢を把握するため

の尖験と検討についてその概要を述ぺる。

旨

2 実験

当場で作成した色見本について、いくつかの捺染工

場（糸染工場）で色合わせとよ染を行い、それについ

て、各エt!-'iで合否の判定結呆とそれらの測色学的産異

を甚本データとして、それらの間に1関係があるかをど

どうかをみた。

2 -1 色見本

有彩色については各色相における次の 6つのトーン

を選ぴ代表的な色を逍ぴ、無彩色については5段階の

Grayを採用した。

選んだ試料の Mnmsell 表色系におけるトーン

I) Pale Graish :各色相の明度8、彩度2

II) Graish 

III) Dark Grai sh 

N) Pale II 

2

2

6

 

“
 
、

、

、

5

3

7

 
V) Dark : 11 4、 /I 6 

VI) Vivid :各色相の明度4~ 8、彩度 8~14 

2-2 色見本の色合わせ

各エiCiがふだん行っている方法 (1社を除きあとは

全て視感法）で色合わせを行い、適当回数(2~3回）

の試染を行い試料を得る。

2 -3 合否判定

得られた試料を色見本と比ぺ、色合わせの程度につ

いて視感判定を行う。判定は次の 5段階のレペルに従

って各工場の担当行が行う。

5 :優秀

4 :良好、合格

3 :将辿、厳しい評価の場合、不合格になる可能性

がある。

2 :やや不良、場合によっては合格

1 :不良、本来なら色合わせをやり附す必要がある。

2-4 色見本及ぴ試料のiIIlJ色と判定値の計符

分光光）文計（日立カラーアナライザー307型）を用い
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て測色を行い、各判定色差値を求める。ここで符出し

た色差値としては次のようなものである。 しかし、各

法の成立から考應する勘合、m)の色材の三屈性に碁

づく NC＃値が最も妥当と判断されるので結果につい

ては全てこの値を採用した。

I) CIEL* a* b*表色系の色差

II) McDonald袖正による色差
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図 1(a) A社の判定者(Al)の視感判定
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図 1(c) B社の判定者(B1)の視感判定
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図2(a)A社の視感判定の平均

(U. K. Proposal'84) 

Ill) HC* B*表色法の視感色差指数 NC# 

（その他、 Hunter系、 CIEL*u* v *系、 ANLAB系の

各色差値も算出した。）

3 結果と検討
‘”・ 

現在のところ、対象工場のうち 2社分のデータしか

得られていないのでこれについてみる。またこれら 2
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図 1(b) A社の判定者(A2)の視感判定
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図 l(d)B社の判定者(82)の視感判定
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図2(b) B社の視感判定の平均
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社の判定者はA、B各々 6名 (A1~A6)及ぴ2名

(B 1、B2)である。

各判定者の索のデータを図 1(a)~(d)に示す。そ

のパラッキはかなり激しく、これらの図から視感合否

判定と NC#1直との関係を単純に割り出す事は不可能

』である。 これらの各プロットを各社の平均値(VA)と

して NC#との閲係をみると図2(a)(b)になる。こ

の2つのグラフに対して概その相関線を引〈と図中の

実線のごとくになる。 この点線から視感合否判定段階

の 3、すなわち普通の合格レペルに相当する各社のN

C#をみると、 A社で約3.5、B社で約3程度となる。

しかし、判定については各個人が行うものであるの

で、この値をもって直ちに合否判定を決定するには危

表 1 設定判定基準と誤判定件数及び割合

工瑞 判定基池(NC#)
視感判定が2以

割合
下の件数／全体

A 3.5 49/168 29.2 

B 3.0 7 /68 10.3 

険すぎる。
ヽ~

例えば、各社の判定規禅を各々上記のように設定し

たとして、視感判定で2以下になったものの数及ぴ割

合は表 1のようになる。すなわち、 A社で29.2%、B

社で10.3％の判定 （個人の判定件数）が誤判定になる

可能性を含む事になる。

更に、こうした判定碁準を用いた場合、本米なら合

格となる可能性のあるものについても再色合わせを課

すことになる。このようないくつかの問題点がある事

を考應した上で、実務的な運用を図れば判定甚準その

ものの利点は十分あるものと考えられる。

また、これらの結果から考えれば、これまでCCM

等のシステムの中で何らの吟味もなしに使用されてき

た CIEL*a* b*表色系の色差単位による判定基準は、

スケール的にも判定基準レペル（通常の色合わせで

1.0、厳しい条件の場合0.5)としても問題がありすぎ

て、捺染工楊の実用的判定レペルとしては不適当であ

ると思われる。これは特にこれまでの色差式共通の問

｀ 
題でもあり、 NC ＃による更に詳細な検討とともに今

後の課題としたい。
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生理活性物質に関する研究 III1) 

二つのメトキシカルボニル基を持つ3ーアザトリ
シクロ〔3.2.n.02・4〕アルケン類の

アルコール中における反応

化学部 谷口久次前田龍一

要 旨

exo 1とendo2は三フッ化ホウ索エーテラートの存在下、プタノールと反応し、アジリジ

ン珠が開珠した。しかし、 endo1は同条件下でアジリジン閑の開閑は起こらず、 二つのメチ

ルエステル碁がプチルエステル基に交換された。

1 はじめに 2 結果と考察

＇ 前回、二つのメトキシカルポニル基を持つ 3ーアザ 2 -1 exo 1の反応

トリシクロ〔 3• 2. n. 0 2・' 〕アルケン類を芳香 exo 1はエタノールと反応しなかった。また 、エタ

族溶媒中で加熱すると exo1棗 1は転位反応を起こすが、 ノールに対する溶解度は小さい。そこで、エタノール

endo 1濠2とendo2豪3は転位反応を起こさないことを報 —クロロホルム（ 5 : 3)混合溶媒を用い、アジリジ

告した。 ン環の窒索原子上の証子密度を低くするため＂触媒紺

今回、これらの不飽和アジリジン類をアルコール中 の三フッ化ホウ索エーテラートを添加し、室温及び50

℃で、それぞれ24時間、 19時間かくはんした。しかし、

(CH2)n この条件では exo1は100％回収された。

ら°2，
C6H5 
N 

exo 1 

endo 1 

endo 2 

exo 1 

C02CH3 

で反応させた場合にも同様な結果が得られるかどうか

検討した。

そこで、 exo 1をプタノールに分散させ、触媒屈の

三フッ化ホウ紫エーテラートを加えて 3時間30分加熱

迎流すると、 exo 1の二つあるメトキシカルポニル基

のうち、一方がプトオキシカルポニル碁にエステル交

換し、かつ、プタノールがエンド側から攻繋し、アジ

リジンf;'1の開裂を起こした化合物3が28%、及ぴ単に

プタノ ールによって、アジリジン閑の開裂のみが起こ

った化合物4が35％得られた（表 1)。

e
 

M
 
2
 

゜
c
 

`

OBu ロ
`

OBu 

e
+
 

z
 M 

2
 責

OBu

心

一

Me
《
g

一z
 

C02Me 

Z=SO2C6Hs 4
 

※ 1 exo 1 : 6, 7 — ジメトキシカルポニルー 3 ーフェニルスルホニルー2,4ーエキソ ー3ーアザトリシクロ ，， 
〔3.2. 1. 0 2・4〕オクター 6ーエン

※2 endo 1 : 6, 7ージメトキシカルポニルー3ーフェニルスルホニルー2,4ーエンドー3ーアザトリ シクロ

〔3'2.1. 0 2・'〕オクタ ー6ーエン

※3 endo 2 : 6, 7ージメトキシカルポニルー3ーフェ ニルスルホニルー2,4ーエン ドー3ーアザトリシクロ

〔3.2. 2. 0 2・4〕ノナー6ーエン
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表 1 アルコール中における exo1の反応

溶 媒 触媒
温度 閏 3 4 

原料（％回）収
（℃） （％） （％） 

EtOH-CHC約 BF3 • OEt2 r. t. 24 

゜ ゜
100 

ヽ | (5 : 3) 

EtOH-CHC切 BF3 • OEt2 50 19 

゜ ゜
100 

(5 : 3) 

BuOH BF3 • OEt2 118 3.5 28 35 

゜
2 -2 endo 1の反応 2 -3 endo 2の反応

endo 1をプタノ ールに分散させ、触媒i心の三フッ化 endo 2のみをプタノール中に溶解し、加熱迫流して

ホウ索エーテラートを加えて、 3時間30分加熱迎流し も全〈反応しなかった。しかし、endo2をプタノール

たのち通常の処理をするとアジリジン均がl#l裂しない に分散させ、 三フッ化ホウ索エーテラートを触媒絨添

で二つのメトキシカルポニ）レ基が両方ともプトキシカ 加したのち加熱辺流するとアジリジン珠が開裂したニ

ルポニル基にエステル交換した生成物 7が96％の収率 種類の生成物が得られた。 一種類はプタノールが exo

で得られた（表2)。 側から攻撃してアジリジ ンI菜か聞裂し、かつ、二つの

＋
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長□
表 2 プタノール中におけるアジリジン類の反応

アジリ
溶媒 触 媒 府(しC度) げ胃

5 6 7 原汀回収
、/̀' • ン （％） （％） （％） ％） 

endo 1 BuOH Bfa • 0Et2 118 3.5 

゜゜
96 

゜endo 2 BuOH none 118 6.5 

゜゜゜
100 

endo 2 BuOH 8F3 • OEt2 118 3.5 10 31 

゜
30 

メトキシカルボニル基のうち一方がプトキシカルポニ ある。

ル）店にエステル交換した生成物5であ’る。他の一種類 また、表1,2に示すようにendo2よりもピシクロ

はプタノールの攻撃によってアジリジン環が開裂した 〔2.2. 1〕ヘプタン骨格を有するアジリジンはexo

生成物6である。 5, 6はそれぞれ10%、31％の収率 l、endo1両方が三フ ッ化ホウ索エーテラートの存在

で科られた。なおendo2が30％回収された（表2)。 下プタノ ールと早く反応する。これはピシクロ〔2.

2-4 反応性 _ 2. 1〕ヘプタン竹格のメチレンプリッヂが歪んでい

芳香族溶媒中、 三フッ化ホウ索エーテラー ト存在下 ることと関係あると思われる。2)またendolはアジリジ

では転位生成物が得られたりが、プタノール中では転 ンI;(の開裂は起こらないで二つのメチルエステル基が

位生成物は得られなかった。これが、芳香族溶媒を用 早い速度でプチルエステル基に交換される。これは下

いた場合と会合性極性溶媒を用いた場合の大きな差で 図に示すようにendo1のアジリジン哀窒紫原子の孤立
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C炉＃｀：2: H王。C匹0:

C6こし：3CH3c`

砒子対が三 フッ化ホウ索を引きよせ、かつまたその三

フッ化ホウ素がエステル交換の触媒になっていること

を示している。すなわち、エステル交換の触媒三フッ

化ホウ索がアジリジン棗窒索の孤立俎子対によって助

けられている。

3 実験

試薬： endo1、endo1、endo2は文献記載の方法で

合成した 1).3) 0 

プタノール中における反応（一般的方法） 不飽和

アジリジン類 （30011'9 -500•'9 ) を BuOH (30ml~50叫')

に分散させ、触媒とじて BF, ・OEいを恭加したあと

所定時間加熱迎流し、シリカゲルカラムクロマトグラ

フィー（展開液ペンゼンーアセトン）を行った d 徘ら

れた生成物はIR、NMRで構造決定した。
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醸造用水調査 （第2報）

食品部 池本重明 山西妃早子南広己

1 はじめに

ヽ醸造用水として重要な仕込水を確保するため、和歌

山市内の各酒造場が使用している酒造組合内、新、 1日

井戸の水質調査を経時的に行い、前報I),2),3) に絞き

昭和56年以後、 3年間の水牧変化について検討した。

2 実験

2 -1 分析方法

国税庁所定分析法 (201)による。但し定性分析は

NO3―、 NO2―、 NHけ、と性状の観察、色、i蜀、呉味に

ついて行った。

2-2 分析値

表 1、に酒造組合の1B井戸、表2に新井戸の分析結

果を示す。

2 -1 -2 平均値

Cl―、有機物、硬度(CaO)の分析値を便宜上、 4

月～10月の7ヶ月を前期、 11月～ 3月までの5ヶ月を

酒造期として比較をした。

表3に1日井戸の年度及ぴ各期の平均値、表4に新井

戸の年度及ぴ各期の平均｛直を示す。

3 考察

3 -1 旧井戸

3 -1 -1 昭和56年度

性状の外観は無色透明、異臭味なし、 NO3―は多拡、

NH,十は不検出、 NO2―は4月と 7月が微磁で酒造期の

11月から 3月は痕跡または不検出であった。

定屈分析では11月6日井戸替直後の値が、 CI―、13

.8ppm、 ドイッ硬度（以下硬度という） 4.5と低〈Fe3+

は0.03ppm示したが、その後は安定し Cl―は21~31PP
i 

m、PO43― は0.5~0.9ppm、Fe3十も0.01~0.01ppm未

満、有機物は0.6~1.6、硬度は6.5~7.4の範囲であった。

3-1-2 昭和57年度

性状は無色透明、異臭味なし、NHげは不検出、 NO3―

は5月に微磁、 6月と12月初期に少屈、その他は多砒

N02-は2月に微屈と少砒の他はいづれも不検出。

定屈分析では Cl―は17-28ppmの範囲であるが、酒

造期に入りやや滅少している、 P0,3ーは0.5~0.7 ppm、

Fe3十は5月の0.07ppmは採水時の放水不足が原因であ

り、他は0.01~0.01ppm未満、有機物は0.6~1.3ppm、

硬度は5.1-6.4と前年に比べてぷや低〈なった。

3-1-3 昭和58年度

性状は無色透明、異呉味なし、 NO3―は多凪、 NH,+ 

は不検出、 NO2ーも5月、 11月、 1月に痕跡の他は、い

づれも不検出。

定砒分析では、 Cl―は18~28ppm、POtーは0.4~0.8

ppm、Fe3＋は4月0.03、5月0.06、10月0.02ppmであ

ったが、ポンプを常時使用していないため採水時の放

水不足が原因であった。酒造期はいづれも0.01~0.01

ppm未満と安定している。有機物は0.6~1.6ppm未満

であるが7月から 2月までの間は 1ppm以上で過去の

2年に比べてやや高い。硬度は4.2~6.9の範囲である

が9月と10月は4.7~4.2とやや低い。

3-2 新井戸

3-2-1 昭和56年度

性状の外観は無色透明、巽臭味なし、定性分析では

NO3―は多屈、 N02-は不検出、 NH,十不検出でいずれも

安定している。

定砒分析は c1-23~38ppm、PO43―は0.3~0.6ppm、

Fe3十は11月6日0.03ppmの他は0.01~O.Olppm未満、

硬度は7.4~9.4の範囲であった。

3-2-2 昭和57年度

外観は無色透明、異臭味なし、 NO3―は多屈、 N02-

は不検出、 NHげは不検出。

定址分析、 crは28~44ppmで前年に比ぺてやや増

加の傾向を示し、 PO43ーは0.3~0.5ppm、Fe3十は0.01

~0.01 ppm未滴、有機物は0.4~1.1ppm、硬度は7.8~

9.4の範囲である。

3-2-3 昭和58年度

外観は無色透明、異臭味なし、 NO3ーは多凪、 N02-

は不検出、NH43ー不検出。

定址分析で Cl―は25~47ppmであるが、酒造期の12

月以後は30ppm前後に滅少している。 PO4←は0.3~

O.4 ppm、Fe3＋は0.01ppm未満、有機物は0.6~1.3ppm

硬度は7.8~9.8の範囲である。

4 むすび

3年間の分析値から両井戸を比較すると、旧井戸は

56年と58年のNO3―が多砒で安定している時期にN02―が

やや変動し、 57年のN02―が安定している時にNO3―に

変動が認められる、これは興味深い現象である。

Cl―は57年酒造期よりやや滅少を示したが、 58年酒

造期の12~1月の問わずかに増加、 2月以後は再ぴ滅

少気味である。有機物は58年7月から59年 2月まで、

過去2年間に比ぺやや多い傾向を示したが59年 2月末

より滅少している。

硬度も57年度よりやや滅少していたが、現在6ppm 

前後である。

新井戸は、性状、定性分析のNO3―、N02―、NH4十とも
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表 1 旧井戸

採 水
性 状 定性分析 定 屈 分 析

加 加 ppm ppm ppm ppm 加 m~/ 
月 日 外 観 臭味

IOOmf 備 考

NOt N02 NII; Cl PO/ Fe J ← 打機物 Mg'' Ca 1, CaC03 CaO 

56. 4. 9 無色透明 なし 多 微 不 25.6 0.7 u.01未 1.58 ‘”― 
127.5 7.1 

5. 8 ‘’ ” ‘’ 眼 ” 2 3.1 05 0.0 1 0.63 135.5 7.6 

6. 5 “ 
／ヽ

“ ‘’ ヽ 22.6 0.6 0.01未 0.79 131 5 7.4 

7. 2 ’’ ‘’ II 微 ” 28.5 0.7 5 0.0味 0.63 115.5 6.5 

8. 5 ／ヽ ’’ II 痕 II 29.5 0.7 0.01未 0.79 115.5 6.5 

9. 4 “ ‘’ ヽ 不 II 30.5 0.7 5 O.Dl未 095 115.5 6.5 

10. 6 ヽ “ “ 不 " 28.5 0.6 O.Ql未 0.95 119.5 6.7 

11. 6 ’’ ” 
99 痕 II 13.8 0.6 0.03 0.95 79.7 4.5 

11.11 II ‘’ ’’ 不 II 21.5 0.7 0.01未 0.63 119.5 6.7 

12. 3 II ” 
', 痕 ” 28.5 0.7 0.01未 0.79 119.5 6.7 

12.18 ” " ’’ 
II ” 29.5 0.6 0.01未 0.79 119.5 6.7 

5 7. 1. 6 II II 、／

‘’ ” 25.6 0.9 O.Ql 1.26 129.5 7.3 

1.20 ‘’ ” ” 不 ” 28.0 0.6 0.01未 1.11 t 127.5 7.1 

2. 3 II ” ’’ II ／ヽ 2 6.5 0.7 0.01未 0.79 123.5 6.9 

2.17 、I II II ', ‘’ 27.5 0.7 0.0昧 1.11 125.5 7.0 

3. 1 ‘’ “ 
／ヽ 痕 ” 26.5 0.7 0.01未 0.95 131.5 7.4 

3.17 、ノ ‘’ ” II “ 21.6 06 0.01未 1.11 131.5 7.4 

4. 9 

5.13 ‘’ 
II 微 不 “ 18.2 0.5 0.07 0.95 8.2 2 4.0 92.9 5.2 放水不足

6.11 ‘’ “ 少 " “ 21.6 0.5 0.01未 0.9 5 10.7 24.0 103.6 5.8 
7. 9 ” ” 多 ’’ " 27.5 0.7 0.01禾 1.11 11.l 27.2 114.3 6.4 

8.13 “ ” 
II II 

“ 27.0 0.7 0.0 1 0.63 12.1 23.9 109.6 6.1 
9.10 ヽ “ ” ” II 26.5 0.6 0.01未 0.79 11.6 24.0 107.6 6.0 
10. 7 ／ヽ ‘’ 

99 

“ " 24.6 0.7 0.01未 0.79 11.6 22.4 103.6 5.8 
11. 8 ’’ 

II 

“ ” ’’ 1 7.7 0.7 O.Dl未 0.63 9.2 21.6 91.6 5 1 
12. 9 ” ” 少 “ 

II 20.6 0.7 0.01未 0.63 9.2 23 2 95.6 5.4 

12.23 “ ” 多
II ’’ 19.7 0.7 0.01未 0.95 10.6 24.0 103.6 5.8 

58. 1.13 99 “ II II “ 20,6 07 0.0味 0.79 9.7 25.6 103.6 5.8 
1.27 II ／ヽ

’’ “ ‘’ 2 Q..6 0.7 0.01未 0.95 9.7 25.6 103.6 5.8 
2.10 ” 

II ‘’ 微 ‘’ 20.6 0.6 0.01未 1.26 10.2 25.6 105.6 5.9 

2.16 ‘’ 
、／ II 少 ‘’ 20.6 0.6 0.01未 1.2 6 11.l 25.6 109.6 6.1 

3. 2 “ 
II II 不 II 18.7 0.6 0.0昧 0.79 9.7 24.8 101.6 5.7 

3.16 ” 
II ’’ 

99 II 19.2 0.6 0.0昧 0.79 9.7 26.4 105 6 5.9 

4. 6 99 “ 
，， 
‘’ 
，， 18.2 0.4 0.03 0.63 10.2 26.4 107.6 6.0 放水不足

5.12 ” 
II II 痕 ” 19.7 0.4 0.06 1.11 9.7 3 0.4 115.5 6.5 

ポンフ’ii\' 11.~
使用せず

6.10 " ‘’ ‘’ 不 ‘’ 24.6 0.7 0.01 0.95 11.l 25.6 109.6 6.1 

7. 8 “ 
II ” ‘’ ” 21.6 0.7 0.0味 1.58 106 20.8 95.6 5.4 

8.11 II II II ‘’ 9I 21.6 0.7 0.01未 1.26 9.7 208 91.6 5.1 

9. 9 “ 
99 Jヽ II ” 21.6 0.8 0.01未 1.26 8.7 19.2 83.7 4.7 

10. 7 ‘’ ” 99 
II II 19.2 0.7 0.02 1.11 7.7 1 7.6 75.7 4.2 

11.11 ’’ ” 
99 痕 “ 21.6 0.7 0.0 1 1.11 10 6 22.4 99.6 5.6 

12. 8 “ ‘’ " 不 II 23.1 0.6 O.Ql未 1.11 10.2 25.6 105.6 5.9 

1222 ‘’ 
／ヽ

“ 
II “ 27.2 0.7 O.Ql未 1.11 11.l 3 1.2 123.5 6.9 

， 

59. 1.12 ” “ ” 
II “ 24.6 0.7 0.0珠 1.26 1 2.1 26.4 115 5 6.5 

1.25 ’’ ” “ 眼 ” 21.5 0.7 5 O.Dl 1.2 6 10.6 2 5.6 107.6 6.0 
2. 7 ‘’ ‘’ II 不 “ 21.0 0.7 O.Ql未 1.26 12.6 27.2 119.5 6.7 
2.22 “ 

II II ‘’ ‘’ 19.5 0.7 0.01未 0.95 9.7 24.0 99.6 5.6 

3.15 
II ｀ ’’ II ‘’ II 18.5 06 0.01未 0.79 9.2 26.4 103.6 5.8 
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表 2 新井 戸

性 状 定性分析 定 :fil: 分 析
採 水 叩 印 ppm 印 叩 加 加 mg/ 

備 考月 日 外観 臭味 100叫

NOt NOi" NH/ Cl POj 3 Fc 3• 介機物 Mg2ト Ca 2 t CaCO, CaO 

ヽ 56. 4. 9 無色透明 なし 多 不 不 35.4 0.4 0.0味 1.58 151.4 8.5 
5. 8 ” “ “ “ 

、ノ 27.0 0.3 0.01 0.63 139.4 7.8 

6. 5 99 

“ 
99 

‘’ ‘’ 23.6 0.3 ODl 0.95 135.5 7.6 

7. 2 ‘’ ‘’ “ 
II 99 35.4 0.3 0.01 0.63 139.4 7.8 

8. 5 “ 
II 

“ ” ‘‘ 32.9 0.3 O.Ql未 0.79 167.3 94 

9. 4 99 

“ 
II 、/

” 31. 5 0.3 0.01 095 167.3 9.4 

10. 6 ” ’’ “ 
II 

“ 28. 5 0.3 0.01 0.79 159.4 8.9 

11. 6 ヽ 9/ II 

’’ ‘‘ 27.5 0.3 0.03 1.11 133.5 7.5 採水方法不良

12. 3 ‘’ 
II II ／ヽ

“ 28.5 0.4 0.01未 0.79 131.5 7.4 
12.18 “ “ 

II 

‘’ ‘’ 34.4 0.3 0.01未 0.79 135.5 7.6 

57. 1.16 ／ヽ ” II " ’ 36.4 0.6 0.01未 0.79 147.4 8.3 

1.20 ‘’ ” “ ” 
、ノ 35.9 0.4 0.0昧 0.95 147.4 8.3 

2. 3 ’’ 
II II ／ヽ

“ 35.9 0.4 0.01未 0.63 149.4 8. 4 
2.17 “ 

I9 ／ヽ ／ヽ ‘’ 32.9 0.4 0.01未 0.79 143.4 8.0 

3. 1 ” 
II 

“ ” ” 34.4 0.4 0.01牙 079 151.4 8.5 

3.17 、I

‘’ II ヽ ‘’ 37.4 0.5 0.01未 '0.95 161.4 9.0 

4. 9 ‘’ II II ” “ 38.3 0.4 0.0味 0.95 20.3 33.5 167.3 9.4 
5.13 ’’ “ ” 

II 

” 4 0.8 0.4 0.0 1 0.95 20.8 32.8 167.3 9.4 
6.11 、ノ ／ヽ II 

’’ ヽ 39.3 0.4 0.01未 0.79 21.3 32.0 167.3 9.4 

7. 9 ’’ “ “ 
ヽ

” 36.9 0.3 0.0昧 1.11 19.9 31.2 159.4 8.9 
8.13 II 99 II ’’ " 3 3.4 0.3 O.Ql 0.32 17.9 26.4 139.4 7.8 
9.10 “ 

II 

“ ” “ 41.3 0.3 0.01 0.63 20.3 33.5 l匂．3 9.4 
10. 7 “ 

99 ‘’ ’’ ‘‘ 35.4 0.3 0.01 0.63 19.8 31.2 159.3 8.9 
11. 8 ‘’ II 

” ‘’ “ 33 9 0.3 0.01未 0.48 16.9 28.8 141.4 7.9 
12. 9 “ 

II II 99 

" 4 2.3 0.4 0.01未 0.79 21.3 32.0 167.3 9.4 
12.23 II ／ヽ 、ノ

” ’‘ 43.3 0.4 0.01未 0.95 20.3 32.0 163.3 9.1 
58. 1.13 “ “ 

、I

‘’ ‘‘ 38.3 0.4 O.Ql未 0.63 19.4 30.4 155.4 8.7 
1.27 ” II 99 II " 36.4 0.5 0.0味 1.11 19.4 30.4 155.4 8.7 
2.10 、ノ

” “ 
II ‘’ 37.4 0.4 O.Ql未 0.79 19.4 30.4 155.4 8.7 

2.16 ” ” ” 
99 

” 36.9 0.4 0.0味 0.63 18.9 31.2 155.4 8.7 
3. 2 “ ‘’ ”‘ ‘’ 

99 28. 5 0.4 0.0味 0.63 19.4 2 9.6 153.4 8.6 
3.16 ‘’ 

99 ’ ／ヽ ‘‘ 3 I. 5 0.4 0.0味 0.79 18.9 32.0 157.4 8.8 
4. 6 II 

“ “ ” 
、I 30. 5 0.3 0.01未 0.79 19.8 28.0 151.4 8.5 

5.12 ” II 

“ 
／ヽ 、I 36.4 0.3 0.01未 0.95 17.4 32.0 151.4 8.5 

6. 10 “ “ ’‘ “ ‘‘ 4 3.3 0.4 0.01未 0.79 19.4 32.0 159.4 8.9 
7. 8 “ ” 

II ヽ II 40.3 0.4 0.01未 1.26 19.4 30.4 155.4 8.7 
8.11 9/ 

’’ 
,, II " 37. 4 0.4 0.0昧 1.11 16.9 30.4 145.4 8.1 

9. 9 ‘’ ‘’ ‘’ ” 'I 4 6.2 0.4 0.01未 0.9 5 15.0 33.5 145.4 8.1 
10. 7 II ’‘ II ‘’ ’’ 35.4 0. 4 0.01未 1.1 l 20.8 33.5 169.3 9.5 
11.11 II ‘’ 

99 II ‘’ 4 4.2 0.4 0.0味 0.95 20.3 36.7 175.3 9.8 
12. 8 II 99 

“ 
9I 99 31.8 0.4 0.01未 0.63 19.4 32.0 159.4 8.9 

12.22 ’’ ‘’ ／ヽ 99 

“ 2 7. 7 0.4 0.0沫 0.79 17.4 32.0 151.4 8.5 
59. 1.12 ‘’ “ 

、／

‘’ ” 30.8 0.4 0.01未 0.63 20.3 30.4 159.4 8.9 
1.2 5 ” ‘’ “ ” 

、I 28. 7 0.4 0.0味 0.79 19.4 30.4 155.4 8.7 
2. 7 II 99 

“ ’’ “ 2 7. 7 0.4 0.0味 0.95 16.9 30.4 145.4 8.1 
2.22 “ 

／／ 、I ／ヽ ’’ 29. 7 0.4 0.01未 0.63 16.9 28.0 139.4 7.8 
3.15 ” “ 

ヽ

” ‘’ 25. 6 0.4 0.01未 0.79 18.4 31.2 153.4 8.6 
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表3 旧井戸の年度平均値

年度 -----
Cl ppm 有機物ppm CaO呼／100ml

56 25.7 0.93 6.8 

57 21.6 0.88 5.8 

58 21.6 1.12 5.8 

各期の平均｛直 (|日井戸）

56年度4月～10月 26.9 0.90 6.9 

11月～3月 24.9 〇.95 6.8 

57年度4月～10月 24.2 0.87 5.9 

11月～3月 19.8 0.89 5. 7 

58年度4月～10月 20.9 1.13 5.4 

11月～3月 22.1 1.11 6.1 

に変動はなく 、Clーと硬度は、旧井戸と逆に57年頃か

らやや増加の傾向を示していたが、 58年12月末ごろよ

りCl―は滅少し30ppm前後である。

現在は両井戸共に急激な変動は認められず、酒造用

水と して良水の範囲で安定している。

表4 新井戸の年度平均値

年度 ---------- Cl―ppm 有機物ppm CaO引100ml

56 32.4 0.87 

57 37.1 0.76 

58 34.4 0.87 

各期の平均値（新井戸）

56年度4月～10月 30.6 0.90 

11月～3月 33.7 0.84 

57年度4月～10月 37.9 0. 77 

11月～3月 36.5 0. 76 

58年度4月～10月 38.5 0.99 

11月～3月 30.8 0.77 

参考文献
f 

1)和歌山県工業試験楊年報 昭和51年度

2)和歌山県工業試験楊報告 昭和52年度

3)和歌山県工業試験楊報告昭和55年度
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酒造米調査
食品部 山西妃早子南広己

1 目的 あった。

今年度県内酒造場に入荷された原料米のうち、主な

試料を採取し、粒形、千粒重、師別、水分、硬度、青

袂含有率を調査し、技術指導の衣く料とした。

県内福の花も昨年同様小粒で溝が深く、特に紀南よ

り入荷の2等米は千粒重、粒形ともに小さく一般米と

大差がなかった。

2 結果及ぴ考察

測定結果を表1に示す。

日本11ltは県内産以外では岡山県、兵庫県、島恨県産

のものが入荷された。その他一般米として佐賀県のレ

今年の長梅雨と低温が稲の育成を遅らせ、 4年連続 イホウ、ニシヒカリ 、ニシホマレ、香川県のオオセト、

の不作であった。幸い和歌山県は8月より猛牲が続き 北海道より北光が入荷された。

前半の遅れを取りもどす 104％という作況指数であっ 今年は特に竹米の含有が目だったので脊米含有率も

たが、 1等級率は昨年度53％に対し約10％低い43％で 測定した。

表 1 昭和58年度酒造米調査

種 別 水分 1000 粒形 師別 （％） 硬度 fi-米
粒ill 含有率

品種産地等 （％） (9) Al,さ.. Blfl(el C厚さ D AXBXC 2.4mm 2.2mm 2.0mm 1 8mm Iぬれ占 （的） （％） 

.Ii.ti万石 福井収 1 14.2 26 66 5.40 3. 15 2 20 37.42 J. 25 71 8 26 I 0 85 

゜
5.14 5.6 

II 2 13.9 26.56 5 45 3.34 2 27 4[ 32 0.05 61 65 34 4 3 85 0.05 5. 73 6 2 

II 2 13.3 25 71 5.37 3 24 2 24 38 97 1,2 53 7 38.2 6 9 

゜
6 47 4.3 

II 2 14 I 24 18 5.44 3. 15 2 17 37.19 0ヽ 15 33 05 63.1 3 7 

゜
5 82 3 0 

II 3 14 5 25.18 5 54 3.17 2.22 38 98 

゜
44 9 48.6 6.4 0.1 5 95 9.4 

福 の 化紀北 2 13 8 27 16 5.41 3.31 2. 19 39 22 0 I 69 6 26.3 3.9 0 1 5 95 5.0 

紀南 2 13.5 23.54 5.34 3.09 2.15 35.48 0 I 28 0 54.8 14 6 2.5 5 20 2 4 

K2 14 8 25.13 5 45 3.21 2 IO 36.67 

゜
39.0 42.6 18 4 

゜
4.63 14. 2 

K2 15 0 24. 76 5 21 3.15 2 19 35.94 0. 15 36.6 48.35 14 8 0 I 4 86 5 7 

日本晴 紀比 I 15.3 24. 29 5 47 3 03 2 13 35.30 

゜
20. l 68.9 IO 7 0 5 5 47 5 8 

＂ 1 13.3 23 21 5 39 3 02 2.10 34. 18 ゜
I I. 9 73 6 14 5 

゜
6.19 1.0 

II I 13.0 23 71 5 45 3 01 2 11 34.61 

゜
16 3 65 6 17 2 0.9 7.82 0.4 

II I 13.2 22.82 5.46 2.97 2.10 34.05 

゜
12 I 70.3 16.95 0.65 6.21 2.0 

II I 13. 7 22 76 5.51 3 OJ 2.07 34 33 

゜
2.5 59.0 35 9 2 6 6 86 I 8 

II I 13.0 23.83 5 43 2.95 2 12 33 96 0 I 12.4 72 4 14 6 0 5 6.83 1.0 

紀南 I 13 5 24.10 5.41 3 06 2 10 34 76 

゜
17 4 67 35 14.9 0.35 7.46 0 8 

岡山肌 1 13.0 23.02 5 39 3.00 2.13 34.44 

゜
9.2 76.6 13. 75 0.45 6.31 0.8 

兵I~：限 I 13.3 23.30 5 30 2.81 2.26 33 66 

゜
5 7 75 0 18 5 0.8 6.65 0.6 

／』恨肌 2 13.5 22.01 5 36 3.04 2 07 33 73 

゜
3 4 48 9 46.8 0.9 7.00 0.9 

レイホウ 佐t'i貼 1 14.3 23.82 5.58 3. 15 2.04 35 86 

゜
0 8 62.9 36 0 0.3 7.26 9.3 

＂ l 13.5 23.67 5 35 3.15 2.05 34.48 0.05 0.8 63.0 35 9 0 25 6.39 5.2 

＂ 1 13 6 24 62 5.40 3.07 2 21 36.64 ゜
0.8 66 0 33 2 

゜
7 25 11 6 

オオセト 否91|t’;t 1 14.2 25.28 5 52 3 06 2 19 36 99 0.05 51. 95 45 3 2 5 0 2 6 40 2.4 

II l 14.0 25. 14 5 34 2 97 2 13 33.78 

゜
24 8 68.0 7.0 0.2 6 93 3 0 

ニシヒカリ 佐買限 I 13 9 24.01 5.27 3 04 2.05 32 84 

゜
14.6 65 2 20.2 

゜
7.30 I 3 

II I 13.3 23.20 5 53 3. 13 2 08 36 00 

゜
0.9 58.8 39 7 0.6 7.30 I 6 

II I 13 5 怨．22 5.27 3 07 l 96 31 71 • 0 0.4 43 0 52.0 4 6 7. 72 9 8 

ニシホマレ 佐t＇（リ，し 2 14.8 24. 18 5 54 3.08 2 11 36.00 

゜
6.15 70 95 22.35 0 55 7.33 I 0 

サタニシキ 紀南 13 8 25.01 5.30 3 03 2 09 33.56 0. J 25.4 66.65 7.5 0.35 6. 70 1.0 

北 光北海近 外 l 4 9 23.15 5 35 3. 16 2.16 36 52 

゜
4 6 62.2 32 8 0 4 6 36 49 8 

一 般米 北海近 外 16.1 23 77 5 52 2 93 2 19 35.42 0 I 23. I 56.8 19 2 0 8 5.15 40.4 
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清酒分析調査

食品部 池本重明南広己

1 はじめに

昭和58酒造年度の消酒研究会、消酒鑑評会において、

哨酒審査した消酒について一般成分分析を行い、消酒

品牧管理指導の参考衰料とする。

2 方法

2 -1 試料

消酒研究会

普通酒A （アルコール添加批が150t /1000的程度）

17点

普通酒B （アルコール恭加屈が250t /1000勾以上）

21点

三増酒 22点

吟誼 ・純米酒（粕米歩合60％以下のもので純米仕込）

8点

吟醜 • 本醸造（粕米歩合60％以下のもので本紐造仕

込） 17点

純米酒（精米歩合60％以上のもので純米仕込）

4点

本醸造（精米歩合60％以上のもので本醍造仕込）

7点

清酒鍔評会

106点

2-2 分析項目及屯試験方法

1)日本洒度、アルコール分、直接迎元糖、酸度、ア

ミノ酸度、箔色度は国税庁所定分析法による。

2) p HはPHメーターによる。

3)緩衝能は試料10“に対するpH7.0から10.0まで

のO.lNNaOHの滴定屈（』）である。

4)甘辛度、浪淡度は国税庁所定分析法注解付表によ

る。

3 結果及び考察

消酒研究会の分析結果の平均値を表 1に示す。将通

酒は昨年と同じようにアルコール添加品でわけたが、

日本酒度のやや辛口、酸度の滅少、アミノ酸度と緩衝

能の増加が認められる。純米酒、本醸造については粘

米歩合で吟紐系と普通に分けた。分析値からそれぞれ

の特徴がうかがえる。本醸造は例年に比べてアミノ酸

度、緩衝能の値が閥い。

沼酒鑑評会の分析結果の平均他を表2に示す。試料

は咆酒審査により上、中、下に分けた。全体として辛

口傾向、淡麗化が認められる。また上、中、下間の比

較では、酸度、アミノ酸度、沼色度とも上位級はど低

い値を示し 、おおむね例年と同じような傾向を示して

いる。

表 1,清酒研究会

試科1碩且 H本酒度 アルコール分 箇接還元耕 悛 度アミ／酸度 pH 緩街能 ，，，マ(Xl色0-39)虻 甘辛渡 復淡度

普通酒 A +0.97 18.43 3.20 1.58 1.97 4 44 2.49 8.40 -0.4 -0.1 

普通酒 B -0.64 18.44 3.43 1.36 1.86 4.47 2.35 7.03 0.1 -0.3 

三 培酒 -7.73 18.71 5.31 1.26 1.26 4.36 1.66 6.33 0.9 -0.2 

吟傾・純米酒 +3.31 17. 73 2.90 1.59 1.50 4.35 2.11 9.13 -0.6 -0.2 

玲位 • 本龍造 +3.91 17.82 2.87 1.42 1.41 4.35 l.78 8.84 -0.4 -0.6 

純米酒 + 1.63 17. 75 2.69 1.64 1.88 4.45 2.54 9.65 -0.5 -0.l 

本龍造 +0.64 18.16 2.95 1.43 2.04 4.58 2.45 6.80 -0.1 -0.4 

表2 清酒鑑評会

罪 ＼頂tlH本酒渡 アルコール分 直接還元梢 位 度 アミ／悛度 PH 紋街能 布(XI.色0-91) 虻 甘 辛度 棧i炎渡

上 +3.95 17.96 3. 12 1.12 1.20 4.45 1.62 5.26 -0.1 -I.I 

中 +2.15 18.13 3.01 1.41 l.62 4.39 2.16 6.08 -0.2 -0.4 

下 +3.20 17.95 2.78 1.44 1.67 4.40 2.16 7.22 -0.3 -0.5 

平均 t3JO 18.01 2.97 1.32 1.50 4.41 1.98 6.19 -0.2 -0.7 

9‘ 

~
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しょうゆの分析調査

食品部 富岡登山西妃早—f

しょうゆ工場の技術指導参名のため貼内市販しょう S検1t法により行った。その平均値を昨年度の結果と
心 、こいくち本餓造（特級）7点、こいくち（上級） 18 共に下表に示す。

点、こいくち（標準）11点、 うすくち12点の分析をJA 

種 別 年度
調在
食塩（％） 無塩可呵（%‘性) 全窒索（％） 色度

アルコール
備 yJ • 

点数 固形分 （％） 

こい（く特ち級本）醸造
58 7 16.84 21.44 1.62 7.7 1.87 

57 8 17.18 21.16 1.64 4.8 2.31 

し、 〈 ち
58 18 17.32 18.03 1.50 6.0 

‘一
（上級） 57 18 17.27 17.19 1.49 5.3 

し9 〈 ち
58 11 17.68 14.77 1.31 5.6 

ー`
（標準） 57 11 17.93 15.00 • 1.37 5.5 

58 12 18.45 13.25 、1.15 28以上
っ す ＜ ち

57 ， 18.26 13.67 1.18 28 

分析項目についてそれぞれ比較すると、こいくち、 て出現したのは特筆すべきである。無塩可溶性固形分

うす〈ち共に色度は淡くなり、これはここ数年辿続の 及び全窒索については、はっきリとした動態は示して

現象である。食塩はこいくちで完全に17％台になった おらない。

感じがするに加えて、 16％台がこいくち（特級）に初め
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梅酢を利用した低塩発酵調味料の研究（その 1)

1 はじめに

調味料として長い歴史を持つしょうゆも、近年の消

代者ニーズの多様化に合せて 、あるいは健康管理の一

面から滅塩しょうゆや無塩しょうゆなどの開発が進め

られてきた。

しょうゆの低塩化技術に1具lしてはいろいろ研究され

ており、例えば、食塩を使わずにアルコールや、各種

溶剤を派加する方法、0.2).3)食塩のかわりに塩化カリウム

を使用する方法、4）沿厚しょうゆに食塩水を添加して相

対的に塩分を下げる方法~).6) しょうゆの熟成もろみに

水を加える方法！）し ょうゆをイオン交換樹脂に通して

脱塩する方法3)高分子物質の選択透過性膜を通す脱塩

方法、9),10)もろみにしょうゆ酵母と乳酸菌を添加する方

法、11).12).13)もろみ仕込時に酵母と乳酸を添加する方法！4)

等の他低塩調味料としては、しょうゆに香味野菜、果

実類を添加して低塩調味料を作る方法)5）など数多く報

食品部 中内道世南広己富岡登

告されている。
‘”・ 

本試験では、これらの低塩化方法と異なり 、本県の

特産品である梅千の製造の際に多砒に出米る梅酢の有

効利用という事も併せて、梅酢をしょうゆ醸造の仕込

塩水、あるいはその仕込塩水の一部として使用し、梅

酢に含まれてい、るクエン酸、リンゴ酸等の有機酸によ

る防徴作用を利用して、しょうゆ醸造法を基本とした

高品質の低塩発酵調味料の製造方法を検討した。

なお、本試験は現在継続中であるため、今回は原料

分析、仕込配合等の報告にとどめる。

2 試験方法

しょうゆ麹を梅酢を含む塩水（梅酢調製塩水）に仕

込み、最初麹に塩水を十分吸収させるためにかく拌し

た後はもろみの分解、発酵程度、表面かぴの発生程度

に応じてかく拌をくりかえす。

図 1に低塩発酵調味料の製造工程図を示す。

混合 ・ 攪拌 — 9 発酵 ・熟成 Jt 

梅酢調製塩水

□□― 圧搾→」 口 三］ー→ 火入泣引 ー［］ロ

図 1 発酵調味料製造工程図

3 原料 94.5％の原塩を使用した。

しょうゆ麹はW社の 3日麹、梅酢は当楊で作った梅 表 1に麹と梅酢の分析値を示す。

酢と U社の梅酢を混合したものである。又食塩は純度

表 1 麹及び梅酢の分析値

酸 度

水分（％） 全窒索（％） 全糖（％） 直枇（％） 食塩（％）
滴定酸度 クエン酸（％） ” 

麹 22.75 5.06 23.95 0.11 

梅酢 0.02 0.67 0.67 20.06 59.0 3.78 

※滴定酸度 ：試料10叫に対する1/lON-NaOH滴定屈（ml)
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4 仕込

しょうゆ赳9.61/≪;ずつを各々調製した梅酢調製塩水

17. 28 tに仕込み （約12水に相当する）十分かくはん

する。仕込容器 (40t容陶器製）には 1~ 5の番号を
付し、木盗をしておく 。

仕込年月日は昭和58年10月22日、仕込直後の品温は
.』

各試料共に24℃であった。

各試料の仕込配合を表2に、各調製塩水の分析値を

表3に示す。

最終の各もろみの食塩浪度は、麹の水分で希釈され

る分で約11/ll、その後麹の溶解程度に応じてさらに 1

No. l 

2 

3 

4 

5 

表 2 各試料の1ぉ込配合

麹（I≪,)
調製仕込塩水(Jt-17.28t)

食塩（的）／梅酢（t):水(t)

9.61 4.62 / 

゜
: 17.28 

9.61 0.36 / 17.28 

゜9.61 

゜
/ 12.10 : 5.18 

9.61 0.91 / 7.78 : 9.50 

9.61 

゜
/ 7.78 : 9.50 

※赳9.61/a;は約14.4t 

表 3 各調製仕込塩水の分析値

比重
食塩（％）

納用屈折 無塩可溶性 酸 度

（ポーメ）
PH 

計示度 固形分（％） i協定酸度（ml) クエン酸（％）

No. I 18.80 22.10 22.30 

2 21.25 1.88 21.85 26.20 

3 14.85 2.09 14.20 18.30 

4 14.15 2.11 14.10 17.00 

5 10.20 2.25 9.29 12.60 

割、すなわち当初の仕込塩水汲度より約2',l;lj程度低く

なるものと思われる。

なお、口頭でも述ぺたように、今回試醸しているも

ろみは、現在なお発酵、熟成期間中であるため、これ

らの経過及ぴ分析結呆、考察等については次報で報告

する。
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木製外部用建具の耐候性塗料の選択
（木材及び木質材の耐久性付与に関する研究）

1 はじめに

木製建具産業は過去、産地加工技術によって製品開

発を進めてきたが昭和55年ごろから生活様式の変化、

住宅箔エ数の滅少に伴って術要が滅少の傾向にあり、

また主材料である日本産材も竹、屈ともに低下し今後

入手困難も千想されるので、代替材料を外国産に求め

ざるを得ない。さらに技術、生産性の向上を背娯とし

て市場の拡大を国内外に求める機運が高まっているが、

市場を欧米にまで拡大するとすれば、特に問題となる

のは耐候性で、なかでも米国西部の閑境条件はきびし

い。輸出先の閃境に耐えうる品質を維持するには品質

管理、水分管理、耐久性等が重要となるが、これは国

内市瑞においても同様のことがいえる。

ここでは表面処理、耐候性樹脂塗料、塗装工程の組

合せで耐久性の向上を検討することとした。通常用い

られる合成樹脂挽料は木材の吸脱湿に伴う応力作用や

水の凝縮による溶解物の抽出や高温での長期湿潤サイ

クルで急速に損傷が発生する。

各種塗料と塗装工程の組合せにより好条件を見出す

とともに成膜条件として非枯牙i性、リコート性、作業

性、酸索透過性など耐候性の高い樹脂塗料を選択する

ことが必要である。先に防虫性、防腐性付与及び索地

表面性状が耐候性能に及ぽす彩孵について試験研究を

行ったが、つづいて最も実用に近い試験を行うため、

現実に使用が予定されている木材及び市販登科を用い、

塗装工程も予め最適の方法を想定し、促進耐賠試験を

行った。以下は初期の目的である挽料及ぴ塗装法選択

に至る経過である。

2 供試材

樹種 スプルース、米ツガ、ラワン

塗料 ポリウレタン樹脂、アクリルウレタン樹脂、

ポリエステル樹脂、ポリプタジエン樹脂、

弗化ピニレン樹脂、フッ索樹脂、白エナメ

ルペイント 各挽料

吹付塗装条件 コールドスプレーガンロ径2mm、空

気圧3.5勾／c而動式、吹付け距離200~250mm

塗装完了後の乾燥条件恒温恒湿槽(20℃、 75%RH

）において 120時間乾燥し、さ らに室内に

4日IH]放詔した。

3 試験方法及び試験機

3 -I 試験方法

促進耐候試験条件は、昭和54年 7月15~20日、 12~

14時の11打天直射日光下無風状態時の黙色表面平均温湿

木材工業部 浦野健三平田重俊

度、大気温度より30=35℃高い温度、湿度20~25％を

採用した。

測色はアダムス ・ニッカーソン系により、計符式で

色差△Eを符出した。光沢度は60゚ 鏡面光沢度計で測

定し、下記計算式により、光沢残存率を求めた。

各促進耐候試験後Gs(60°)の値
光沢残存率＝ X 100 

試験前Gs(60•) の値

3-2 試験機

① 促進耐候試験機（Ci65/XW サンシャイン ・

キセノン兼用型ウエザオメーター アトラス社製）

プラックパネル温度 83土 l℃ 

栖内温度'53土 1℃、栖内湿度 22%

スプレーサイクル 120分中18分間スプレー

水牧純水pH6.5~7.0 

② 測色、光沢度計（カラーコンピューター SM-

3-CH スカ試験機社製）

4 塗装工程

① ポリウレタン樹脂塗装

I 程 登料と処理条件
粘 I度 乾燥(時h)間
(FcNn4} 

業地調整 #240サンドベーバーで繊維方向1こ研磨

下検り 切ウレタン樹脂シイラー一回吹付 20秒 2 

巾登り
か）ウレタン樹脂サンデングシイラー 20秒 5 
一回ハケ登り ・一囮吹付 20秒

中研ぎ #4()()サンドベーパーで繊維方向に研磨

上塗り
ポリウレクン柑脂クリヤー吹付一回仕 25秒 120 
上げ

② ポリプタジェン樹脂とウレタン樹脂塗装

I 程 悛料と 処理条件
粘渡 乾燥(h時)澗
(FcNo4) 

索地講整 #240サン ドベーパーで繊維方向に研磨

下登り
点）プタジエン樹稲 25抄 2 

l 

一圃ハケ登り ・吹付一回 25秒
Ir 

中研ぎ #400サンドベーパーで繊維方向に研磨

上塗り
点リウレクン樹脂クリヤー一回吹付仕 25抄 120 
上げ
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,1 

③ ポ リプタジエン樹脂とアク リルウレタ ン樹脂塗装

工 程 液料 と 処理条件 粘度 (FeNo 4) 乾燥時l:ll(h) 

索地調整 #240サンドペーバーで繊維方向に研庶

下冷リ ポリプタジエン樹脂 一回ハケ喰リ ・吹付一但l 25秒，25秒 2 

中 研ぎ #400サンドペーパーで繊維方向に研磨
、 上冷 ＇） アクリルウレタン樹脂クリヤー 一回吹付 25 秒 120 

④ ポ リプタジエン樹脂と弗化ピニレン樹脂塗装

工 程 裕料 と 処理条件 粘度 (FcNo4) 乾燥時間（ h)

索地、凋整 #240サンドペーパーで繊維方向に研朋

下冷り ポリプタジェン樹脂 •恒lハケ浄り ・ 吹付 ー但l 25秒，25秒 2 

中 研ぎ #400サンドペーパーで繊維方阿に研原

中 i令リ 引汁ヒピニレン樹脂ー[l_ll吹付 25 秒 1 

上喰リ 弗化ピニレン樹脂 一回吹付仕上げ 25 秒 120 

⑤ ポ リプタジエン樹脂と フッ素樹脂塗装

工 社 険料 と 処理条件 粘度 (FcNo4) 乾燥時1::I(h) 

索地調整 #240サンドペーパーで繊維方向に研朋

下党リ ポリプタジエン樹脂 一回ハケ挽リ ・吹付一匝l 25秒，25秒 2 

中研ぎ #400サンドペーパーで繊維方向に研駒

中裕リ フッ索樹脂 吹付一回 15 秒 2 

上挽り フッ索樹脂吹付一回仕上げ 15 秒 120 

⑥ ポリエステル樹脂塗装

工 程 裕料 と 処理条件 枯度 (FeNo 4) 乾燥時間 (h)

紫地調整 #240サンドペーパーで繊維方向に研J狂

下裕 ＇） ボリエステルシイラー（ウレタン系） ーlillハケ液リ 25 秒 3 

中 研 ぎ #240サンドペーパーで繊維方向に研崩

中務り ポリエステル樹脂一回吹付 30 秒 18 

研 ぎ #240サンドペーパーで繊維方向に研咽

上挽り ポリエステル樹脂一回吹付 30 秒 120 

⑦ 白エナメルペイント

工 程 登料 と 処理条件 粘度 (FeNo.4) 乾燥時間 (h)

索地調整 :t:F240サンドベーバーで繊維方向に研Ii§

下挽り ポリウレタン樹脂シイラー 一回ハケ抱り 25 秒 5 

中挽り 白エナメルペイント 一回ハケ塗り 40 秒 20 

中研ぎ #240サンドペーパーで裁維方向に研磨

上検リ 白エナメルベイント 一国ハケ挽り仕上げ 40 秒 120 

5 促進耐候試験経過別による光沢保持率（％）

ラワン材

登面濯一促進耐候吐四い） 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 

ポ リウレタン樹脂 94 79 70 59 45 40 32 28 26 25 
ポ＇）プクジニ ン棺）1 対月甘
ウレタン ／ll'i 96 89 80 73 68 56 49 45 37 30 
ポリ プタジェン悶盟
アクリルウレタン _98 85 80 78 75 70 56 48 45 37 
ポリプタジエ ンン~椿情tt }Jけ
リllft,ピニレ 91竹 95 95 90 88 85 79 69 65 65 60 
ポリプタ ジエン樹／jけ

95 93 93 89 87 85 82 80 77 75 フ ッ索椿t }指

ポリエステル樹脂 90 85 72 58 46 35 31 26 23 25 

白エナメルペイント 88 75 63 37 25 21 20 20 20 18 
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スプルース材

塗装工程 促進耐―候時間-(h) 100 200 300 

ポリウレタン樹脂 97 82 80 

ポリプタジェ 研す＂竹
ウレタン ll竹 95 87 80 

ポリプタジエン闘｝］ v 
アクリ）レウレタン ll 96 92 87 

ポリプタジエン闊JIil" 
弗化 ピーレン 脂 94 93 90 

ポリプタジエン樹脂 95 92 90 フ ., 科；仔t }}甘
ポリエステル樹脂 95 89 65 

白エナメルペイント 90 50 40 

米ツガ材

塗装工程
題耐侯時間(h) 100 200 300 

ポリウレタン樹脂 95 80 76 

ポ リプタジェ 初 /ll'i 
ウレタン JI行 96 85 82 

ポ リプ タジエン閣Jl 符
アク リルウレタン }j 96 90 88 

ポリプタジエン盟JI ぼ
弗化 ピニレン ｝l 94 94 92 

ポリプタジエン樹脂 97 95 95 フ ツ 索樹脂

ポリエステル樹脂 94 86 70 

白エナメルペイント 90 75 52 

6 結果

上記試験の結果、次の組合せによる塗料が良好であ

る。

400 

75 

73 

85 

87 

90 

50 

.36 

400 

72 

76 

86 

85 

92 

65 

35 
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500 600 700 800 900 1000 

55 48 43 35 30 24 

62 60 60 51 40 35 

80 72 67 60 52 50 

79 75 72 70 68 65 

87 85 85 82 82 80 

45 40 37 35 30 27 

30 24 24 20 20 18 

500 600 700 800 900 1000 

50 46 f 40 33 30 27 

71 55 50 44 38 35 

78 75 65 60 50 48 

80 77 73 70 65 65 

90 87 85 82 80 80 

50 42 39 36 30 23 

30 25 23 19 15 15 

下座り ポリプタジエン樹脂

上挽り ボリウレタン樹脂、アクリルウレタン

樹脂、弗化ピニレン樹脂、フッ索樹脂
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金属の破壊原因について解析事例研究

機械金屈部 中村 窃松原康雄岩鶴昭大久保保

要 旨

’’ 
浚渫船設沼のクレーン主機関のクランク軸破損によるフラクトグラフィの研究。

また、ねじりによる軸の応力状態は図1に示す通り1 緒言

材料の破壊には、延性、ぜい性、閑境、高温破墳等

種々様々なる要因による破壊が考えられる。またその かる主応カ (JI、(J3、ての関係は

原因究明方法にも昔ながらの材料の破断而に記鉢され (J,=-(J3=て せ・ある。

た破壊の過程を破面解析する ·j~により結論づけられる。 図2は丸枠の両振ねじり疲労における応力とき裂外

今回は提供された破損クレーン主機llij(9lQPS /1900 観を示したもので、応力が大きい場合はせん断応力に
rpm)のクランク 軸を、き裂外観、組織写真、焼き入 より軸に垂直な面で破壊するが、応力が小さ〈なるに

れ硬さ、化学分析等の各デークにより破損解析を行っ 従いせん断形と引張形の混合破面、さらに耐久限に近

たので報告する。

2 結果と考察

a) き裂外観

き裂外観は写真1に示す通りであり、き裂発生部は

写兵：中に示した軸に直角なき裂、即ちねじりによるせ

ん断応力により発生し、表面き裂長さで20mm進展後、

軸と45゚ をなす主応力面の引張、圧縮の主応力61、63

により疲労破面が進展したものである。

写真 1 キ裂外観

Y

I

 

芯い窯：：竺竺＿ x
 

6

-

M

巳̂

□臼て｀ （l）

弾忙

図 1 ねじり応力状態

であるが、 45・の主応力面上での疲労き裂進展にあず

づくにつれはとんど引張形破而となる。この場合き裂

発生部でのせん断き裂は非’常に小さい。

尚、本図と写真1のき裂外観を合わせみたとき、混

地金 Iて(i<i:/mm2)I N(cycle) 

~ I 21.7 l6.01Xl01 
h 60mm ≫I 

紅 |19.9 |5. 75X 105 

紅 |18.8 I l.24X 106 

肛ニニ噂 I18. 3 I 5. 68 X 1 tf 

耐久限界 てw=l7.7kgmm' 

図 2 キ裂外観(S35C)

合形破面への移行は105 回以上と考えられ、本クラン

ク軸が破損、破壊するまでの回数も少な〈とも10,~ 

105回以上であったと名えられる。

b)破面観察結果

写真2は破面外観写真である。き裂は 3本の矢印で

示した部分からせん断き裂が発生し、それが軸表而で

長さ（幅）約20mmまで成長後、典形的なピーチマーク

を伴なった引張形疲労破面となっている。このftj合の

応力状態は図1に示したように 2軸の引張、圧縮、応

カ状態であるため、 1軸の引張応力状態よりも当然強

度は低下する。理由としては、

Misesの降伏条件

3応力を(J1、62、63 とすると

(61-62)2 +(62ー び3)2+ (a 3-aY = 2 a v2・・・(ll 

（注） 6 Y2 ：材料の 1軸引張りの降伏応力

Ii 

11 

II 

一
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Sb●●r Crack 
InI t1•t1•• 

写真2 破面外観

この場合 (J l =― びJ、 (j 2 = 0 
従って(1)式から 6び,2=2(Jy2

6l = J (Jy =;, 0.58 (Jy 

即ち、 1軸引張の時の降伏強度の約0.6倍で降伏す

ることになるから、計鉢上は疲労強度もそれに比例す

るとすれば1軸応力の疲労強度の0.6倍となる。

さらにせん断き裂から引張き裂に移行する処ではせ

ん断き裂先端の応力集中が彩押するから、これよりも

まして強度は低下するはずである。図3は繰返し周期

における応力線図であるが、今回は0印のBaseMetal 

（地金）について考應した。図4はねじり疲労（両振）

における破面外観である。応力の低下とともに純せん

断面から準せん断、混合形、引張破面へと移行するの

表 1 金属元素分析値 (wt%)

言よI。：ー関喜］
がよ〈解る。本破断而の均合は典形的な Transition

形（発生、せん断→進展、引張）である。

また、写真3は起点部の金屈顕微鏡による組織観察

写真であるが、表面焼き入れむら等が見られる。硬度

に関しては要求硬度のピッカース硬度620以上を符る

事が出来なかった。金屈元紫分析は表 lのとおりであ

る。

3 まとめ

き裂外観、破面観察、 金屈組綿検杏等の結果から考

え得るに典形的なねじり疲労であり、疲労破壊の回数

はS35Cのねじり両振疲労試験結果と対比してみたと

。
2
 

(

(

~

1

e

f
 
[

つ

冷

｛

25 

15 

唸 10' 10 • 
Cycle (N) 

• 地金
O 溶接部
▲ 応｝Jf、令去
△ 杵・通鉗
ロ 9kil4

図3 破断試験結果(S35C)

10' 

CIcycle) 外 観 Type 

（ 
． 
C) 純せん浙

低

（ 匂 準せん浙

じ （ さ入 転移

高

（ 戸 引張

亡コせん断栢園 キ裂（云I.Ii 一 延性割れ

図4 ねじり疲労における破面外観

10' 

写真3 顕微鏡組織(X200)エッチング5％ビクラル

き105~10 6回程度と推定される。

尚、本研究にあたり大阪府立大学 小川消六先生の

御協力を紺ました。

’ 
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マイコン応用の基礎研究

機械金屈部 林健太郎古田茂

1 はじめに チンの一例を図 3に示す。ソフトウェア作成にあたっ

』マイクロコンピュータの応用分野の中に、エ作機械 ては、 CPUの動作時間、 Eのバルス幅、 BUSY状

や産業機械にマイコンを組込み、自動化、省力化を図 態の時間、あるいはノイズなどを考感した。これによ

る手段がある。これらの機械と話ができれば、操作も り、ソフトウェア次第で、機椋（マイコン）の情報を

容易で、だれにでも、すぐ、使えるものと思われる。 紺る事が可能となった。

対話の媒体として、視詑によるものでは、 CRT、L

ED、LCDなどがある。表示能力、大きさ、価格に

長所をもつ、液晶ディスプレイの駆動を、マイコン学

習の一助として試みた。

2 ハードウェア

機器の構成を表に、インターフェイス及ぴ接続図を

図 1に示す。

表機器の構成

液品表示ユニット (H2556 日立製）

コントロールLSI HD43160A 

E

s

 c
 

データ転送

R/W 

' i’  

呼゚ロニx :,,. ; 
DB7 、 ‘-’

BUSY/READYフラグ，品lk

R/W 

E

s

 c
 

砲源

データパス

表示可能文字

文字構成

+5V、-5V 

8ピット

英数記号95種、カナ63種

5 X 7ドット、 40文字

マイクロコンピュータ(SDK85 インテル製）

CPU 8085A 

入出力端子 8155 RAM 

SDK-85 H2556 

-5 15 | -5 

図 1 インターフェイス

3 ソフトウェア

入出力のタイミングを図2に、データ転送サプルー

図2 入出力のタイミング

CALL BUSY Bu s Y : 
MVI A, 30 MVI A, 50 

OUT 29 OUT 29 

MOV A, C J 1 MV I B, 05 

OUT 2A J 2 MVI A, D 0 

MVI A, B 0 0 UT 29 

OUT 29 I N 21 

MVI A, 30 RLC 

OUT 29 MVI A, 50 

MVI A, 00 OUT 29 

OUT 29 JC J 1 

RET D C R B 

JNZ J 2 

MVI A, 00 

0 UT 29 

RET 

図 3 キャラクター出カサプルーチン

4 おわりに

今回の試作は碁礎学習の一例であり、他に ROMラ

イター(2716用）、カセットインターフェイス(110ポー）、

ステップモーター躯動回路、などもマイコン担当の方

々の指＃により作成した。これらの碁礎研究によりマ

イコンのハー ドやソフトが、ある程度理解できたので、

今後応用面で役立つものと思われる。
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バーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用化研究(N)

機械金屈部 田口義章 岩鶴昭中村嵩永坂博文

要 旨

Mg系黒鉛球状化剤による、バーミキュラ黒鉛鋳鉄の製造における、 si、 Mn等の影押に
ついて報告したが、本年度は、炭紫凪による機械的性質、組織、 Mg系球状化剤の添加屈につ

いての研究を実施した。

その結果、引張強さ、硬度、抗折荷重等は炭索砒の増加に従っを滅少し、又、炭紫祉の増加

に従ってMg添加屈を多〈する必要がある。

1 はじめに

パーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用化研究において、 si、
Mn等の影靱については、すでに報告したが、炭素屈に

ついてのデーターが得られなかったので、今回は、炭

紫砒の変化による機械的性質、組綿、 Mg系球状化剤

の添加砒についての試験研究を実施したので報告する。

2 試験方法

溶湯には、目標に従ってMnを蔀加し、 トリベにて

Fe-Si及ぴMg系黒鉛球化剤0.5~1.5％の範囲で

炉前接種をした。

焼入硬度は、試料のパラッキをな〈するために同一

試験片で、焼入れ前と焼入れ後の硬度を測定した。

焼入れ条件は、 850℃士10℃で1時間保持後、油冷

を行った。

溶解には、サイリスタ式高周波誘導溶解装沼、自動

温度制御装沼付高周油遠心銑造機、定屈分析は、クー

ロマチック ‘‘c’'分析装囲及ぴ螢光X線分析装骰、焼

入硬度は、温度制御装置付訛気炉を使用した。

鋳型は、生型を使用し、試験片は、 Yプロックと丸

枠試料を比較して、球状化率、機械的性牧も大きな差

がないので、JI S -G -5501による鋳放し径、 30mm

の丸棒を鋳造し、 4号試験片で引張試験を行った。

表 1 機 械的性 質 及び分析値

口
機械的性 骰 分 析 1直 (wt%) 

Mg旅加秘引張強さ抗折荷重 たわみ 硬度 焼入硬度
C S1 Mn p s 

(%) (Kg f / ••'l (Kgf)（口●) (H B) (II BJ 

1 

゜
1 0 4 7 5 5 0 1 6 3 1 8 7 3. 5 9 2. 7 2 0.339 0.073 0.030 

2 0. 5 ， 6 3 0 8 0 1 6 7 1 8 7 3. 5 2 2. 9 8 0 334 0.075 0.026 
3 1.0 1 6 9 8 0 7.0 1 6 3 1 7 9 3. 4 9 3. 1 4 0.329 0.084 0.024 

4 1. 5 1 2 1 1 0 0 7.0 1 7 0 2 0 7 3. 4 4 3. 0 2 0.332 0.102 0.026 

5 

゜
2 3 1 2 0 0 8.0 1 9 7 2 2 9 3. 1 5 2 5 9 0 344 0.086 0.025 

6 0. 5 2 3 1 3 5 0 9 0 1 9 3 2 2 9 3. 1 1 2 9 0 0 344 0.087 0.026 

7 1.0 3 3 1 7 0 0 1 0. 0 1 9 7 2 6 9 3. 0 7 3. 0 7 0.342 0.092 0.027 

8 1. 5 4 7 2 5 0 0 3 4. 0 2 0 2 2 8 5 3. 0 0 3. 3 2 0.344 0.074 0.025 

， 1.0 3 4 1 7 5 0 1 4. 0 ・2 0 2 2 5 5 2. 9 3 3. 0 4 0 359 0.086 0.018 
10 1. 5 4 1 2 6 4 0 3 4. 0 2 1 2 2 9 3 2. 8 8 3. 3 0 0.354 0.095 0.021 

i 

11 

゜
3 1 1 3 1 0 1 0. 0 1 9 7 2 9 3 2. 7 6 2. 6 3 0 384 0 079 0.032 

12 0.5 3 0 1 5 0 0 1 0. 0 2 i 2 3 1 1 2. 7 4 2. 6 3 0.389 0.069 0.031 

13 1.0 2 5 1 7 8 0 1 0. 0 2 2 0 3 4 1 2. 6 2 2. 7 9 0.384 0.078 0.028 

14 1. 5 3 1 2 3 0 0 1 4. 0 2 2 3 3 0 2 2 6 3 3. 0 7 0.387 0.096 0.026 ． 
｀ 

Ir 
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3 試験結果

試料の機械的性牲及ぴ分析値を表 1に示し、炭索屈

と引張強さの関係を図 1に、 炭紫誠と硬度の関係を図

2に表わした。又、炭索批と抗折荷重の関係を図 3に

炭紫砒とたわみ址の関係を図4に示し、組織に及ぽす

M g添加砒と炭索砒の関係を図 5に表わした。
引張強さ、抗折荷頂、硬度 (HB)は、炭索紐が増

加するに従って弱くなっている。

顕微鏡写真結果は、写真 1 C : 3.49 w t % M g 

1.0％添加の組織写真2 C : 3. 07 w t % M g 

1.0％添加の組織写真3 C : 2. 93 w t % M g 

1.0％添加の組織写真4 C : 2. 62 w t % M g 

1.0％添加の組織である。

4 結果に対する考察

4 -1 機械的性質について

引張強さ、硬度は、炭素訊の増加に従って低下 して

いる。

強度は、組織の球状化率からC:3.llwt% Mg、

230• 

220 

畑

霊

崎

1
8
0
1
7
0
1
6
0
*

↑
(
gH
)

叙

忌

・・ 元湯
—Mg0.5%i保）JII
→ Mgl.0％添hll
---o-.r Mg I. 5％添／JII

hi 2,.602’. 70 2’. 80 2’. 90 3’. 00 3’. 1 0 3’. 20 3’. 30 3 ↑. 4 0 3’. 50 3'. 60 
炭索乱 (wt%)-

図2 炭素足と硬度の関係

2.60 2. 70 2.80 2.90 3.00 3.10 3.20 3.30 3.40 3.50 3.60 
炭索ht(wt%)---> 

図4 炭素足とたわみ臣の関係

0.5％添加屈では、片状黒鉛であるが、 c :3.07wt
ヽ

%Mg、 1.0％添加砒では、焦鉛が芋虫状のCV焦鉛

になっている。

焼入硬度 (HB)は、炭紫砒が、低下するに従って

↑ 
^50 
渭
、ヽ 40

互
、~ 30 

~ 20 
：：：：： 10 --~ 
0勺i2. 1 60 2. 1 70 2. 1 80 2. 1 90 3. 1 00 3. 1 1 0 3. 1 20 3.130 3. :1 0 3. 150 3.160 

炭索址 (wt%)-

図 1 炭素鑓と引張強さの関係

2800ト

2600 

-

r

r

-

疇

細

寧

幽

碑

⑱

200

ニ

↑

|

(
}翌
）
苺
拝
↑
{

H

翠

• • 元湯
,,.__Mg0.5％添加
---Mgl.O％添I）ll
--0-0-Mgl.5％添／JIl

600~ 

40庄
0[1 2・．602・．702 9, 80 2 : 90 3 : 00 3 : 10 3 : 20 3. 30 3. 40 3 : 50 3 : 60 

炭索址(wt%)-

図3 炭素餞と抗折荷重の関係

3,1.0 

32.0 元湯

3.6Q[ X 
Mg0.5％添hll

30.0 
Mgl 5%iぷ/)II

3.50 
28 0 

•3.40• 26 0 
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';20 0 
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採2 .90~ £ 
,ヽ,14.o ヽ

12 0 
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2.60• 
6.0 

x ・・・沖j血iim
""・CV鋳鉄
o…球状黙鉛鋳鉄

し^

:1 

゜
l.O l.5 

Mg添JJIl批（％）＿ 
図5 組織に及ぽすMg添加免と炭素足の関係
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II 

写真 1 C : 3. 49 w t % M g 1. 0％添加の組織
倍率200倍、腐食液： 5%ビクラル

写真3 C : 2. 93 w t % M g 1. 0％添加の組織
倍率200倍、腐食液： 5％ピクラル

硬くなっている。

硬度と焼入硬度を比較すると、炭索砒が低下するに

従って硬度と焼入硬度の差が、大きくなっている。

又、抗折荷巫は、ある一定の炭素址までは、同じ値

を示すが、その後、炭索凪が増加するに従って..f屁くな

っている。

組織に及ぽすMg添加砒と炭紫祉の関係は、パーミ

キュラ黙鉛鋳鉄が一般的に、黒鉛の球状化率が30~70

％と言われており 、本浴解において、組織写真の黒鉛

球状化率より、普通銑鉄、パーミキュラ黒鉛幼鉄、球

状黒鉛銑鉄に分類した。

Mg添加紐0.5~1.5％においては、 CV絣鉄になっ

ているが、炭索屈3.60wt％以上の高炭索については、

Mg添加誠を多くする必要がある。

4-2 頷微鏡組織について

銚鉄は、炭索砒が増加するに従って基地組織のフェ

ライト址が多くな ってくる。

“ 写真 l、2、3、4、から、パーライト組織を中心

写真2 C:3.07wt%Mg1.0％添加の組織
倍率200倍、腐食液5％ピクラル

写真4 C : 2. 62 w t % M g 1. 0％添加の組織
倍率200倍、腐食液： 5%ピクラル

に炭索屈の滅少するに従って、セメンタイトの品出凪

が増加 している。

写真 lの黒鉛が小さいのは、冷却速度が早いためと

思われる。

写真2、3の果鉛は、先端が丸く肛みのある、芋虫

状のパー ミキュラ黒鉛鋳鉄になっている。

以上の結果から、炭索磁の増加に従ってMgの添加

屈も0.5~1.5％の範皿で増加する必要がある。

溶解及ぴ定砒分析、焼入硬度に使用した装沼は、自

転車振興会から 、競輪収益の一部である設備拡充補助

金の交付を受けて購入したものである。
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不飽和ポリエステルのゲル時間にかかわる要因

邸分十部 前田育克伊藤修山口和三 内1f1昌宏

1 緒言

ボリエステルポタンの製造においてゲル化時間が作
ヽ
業に与える影郭は大きく、これをコントロールするこ

とが望まれている。 そこでどの様な要因がゲル化時間

に影特を及ばすのかをラポプラストミル及ぴ JIS試験

法で試験を行い、分散分析法により検討した。

2 実験方法

使用した装詔、試薬は次のとおりである。

ラポプラストミル 18-125型 ミキサー R30 

回転数20r.p.m一定（東洋粘機製作所）

樹脂 ：ポリライト BS-109（大日本インキ化学）

触媒 ：工ポラック 促進剤―KN(日本触媒化学）

硬化剤：パーメック N (日本油脂）

実験は表1に示した反応条件でラポプラストミル及

‘ぴJIS試験法で行った。

2 -1 ラポプラストミルによる方法

ポリエステル樹脂35miに規定砒の触媒を加え、恒温

槽で20分間放沼する。目的の温度に達したら規定砒の

硬化剤を加え、すみやかにミキサーの中へ流し込む。

チャート上でトルクが発生し始める点をゲル化点と

し、チャートの長さからゲル化時間を求めた。

2 -2 JIS試験法

JIS -K-6901に池拠して行った。なお樹脂屈は35,

1000mlとした。・

3 結果

表 lに示した反応条件を前交表 L,によるわりつけを

表 1 反応条件

要因 ＼水部 1 2 3 

A 触媒楼度（％） 1.0 1.5 2.0 

B、硬化剤浪度（％） 1.0 1.5 2.0 

C,反応温度（℃） 40 45 50 

ボリエステル樹脂屈（ml) 35, 1000 

表2 測定結果

鴫
ジ

条 件
ゲル化時間（分）

No. J I S試験法

A (%) B (%) C (%) 
ラポプラストミル

35ml 1000ml D 

1 1.0 1.0 40 10.14 5.94 6.40 

2 1.0 1.5 45 4.74 3.83 4.28 

3 1.0 2.0 50 3.06 2.88 2.85 

4 1.5 1.0 45 4.65 4.09 4.17 

5 1.5 1.5 50 3.45 2.76 2.95 

6 1. 5 2.0 40 4.26 3.74 4.02 

7 2.0 1.0 50 3.45 3.03 3.08 

8 2.0 1.5 40 4.05 3.84 4.47 ， 2.0 2.0 45 3.00 2.93 3.08 

表 3 分散分析表（ラボプラストミルの場合）

要 囚 自由度(f) 変動（ S) 分散 (V) 分散比(F。) 純変動 (S') 寄与率J(%)
,n 1 184.96 184.96 240.21 184.19 82.37 

A { ~ 1 • 9.23 9.23 11.99※ 8.46 3.78 

1 0.77 0. 77° 

8 { ~ 1 10.45 10.45 13.57※ 9.68 4.33 

1 0.92 0. 92 ° 

C { ~ 1 12.01 12.01 15.60※ 11.24 5.03 

1 0.73 0.73° 

D { ] 
1 3.89 3.89 5.05 3.12 1.40 

1 0.66 0.66° 

T ， 223.62 
e 4 3.08 0.77 6.16 3.09 
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表4 分散分析表(J's試験法35mlの場合）

要 因 f s V Fo s' ](%) 

”t 1 120.27 120.27 120.18 94.00 

A{: 1 1.40 1.40 15.56※ ー 1.31 1.02 

0.07 0. 07 ° 

8 { ~ 1 2.04 2.04 22.67※※ 1. 95 1.53 

1 0.16 0.16° 

C { ~ 1 3.68 3.68 40.88※※ 3.59 2.81 

1 0.01 0.01・ 

D { ~ 1 0.11 0. 1 1 ° 

1 0.11 0.11 ° 

T ， 127.85 
e 5 0.46 0.09 0.92 0.64 

t 
表5 分散分析表 (J I S試験法lOOOmiの場合）

要 因 f s V Fo S' J(%) 

”t 1 138.45 138.45 138.36 93.11 

A { ~ 1 1.40 1.40 15.56※ 1.31 0.88 

1 0.20 0.20・ 

B { ~ 1 2.28 2.28 25.33※※ 2.19 1.47 

1 0.00 o.oo・ 

c{~ 1 6.02 6.02 66.88※※ 5.93 3.99 

1 0.03 0 . 03• 

D { ~ 1 0.15 o.1s・ 

1 0.07 0.07° 

T ， 148.60 0.90 

e 5 0.45 0.09 0.55 

行い、実験より求めたゲル化時間を表2に示す。 も反応温度、硬化剤浪度、触媒浪度の順でゲル化時間

これを触媒汲度、硬化剤楼度、反応温度について、 に寄与する割合が大きいことが認、められた。

分散分析を行い、それぞれの方法についての分散分析 参考文献

結果を表3~5に示す。 l)品牧管理のための統計的方法入門

なお有慈性を示した要因には※印 （危険率5％有意 鐵健司著 日科技連

)、※※印 （危険率1％有慈）を付した。 2)経営工学シリ ーズ18 実験計画法

分散分析の結果、 3つの反応要囚はすぺて有慈性を 田口玄ー、横山巽子著 日木規格協会

示し、ラポプラストミル、JIS試験法のいずれの場合

”‘ 
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皮革の高品質化に関する研究 I、

衣料革の試作

皮革分場 石原矩武由良好史前田昭二

｀ 1 はじめに衣料革の製造について種々検討を行った結果、有効

と思われる方法が得られたのでとりまとめる。

2 製造方法

2 -1 原皮

原皮は、アメリカの塩蔵成牛皮を用いた。

2-2 処法

今回の処法にいたるまでの間、次のような問題点が

示され、それを考應して作製した。

1) 水ii'i時間について、衣料革を目的とする楊合、 24

時間では短い、48時間は必要であろう。

、2) 石灰泊、脱毛においても、甲革を製造するときよ

りももっと石灰を皮に吸収させ、十二分に膨潤させ

る必要がある。

3) 脱灰、ペーチングについて、特にペーチングの終

点の判定が難しい。銀面の状態を手でこすり 、その

感触で判断しなければならない。これは、〈り返し

行って経験を利tまなければしかたがない。

4) 分割及ぴシェーピングについて、これも経験者を

必要とする。特に博い衣料革を製造する場合、革を

破損せずにまた均ーな肛さにそろえるには、特殊な

技術と経験を必要とする。

水泊

300% 水

水切り

水洗

300% 水

2時間

20分問

0.3% 界面活性剤 30分間回転、その後1時間毎

に10分1iil回転、合計48時間

水洗 20分間

石灰泊

300% 水

2% 硫酸ナトリウム

5% 水酸化カルシウム

0.5% 界面活性剤 20分問同転、その後l

時問毎に 5分Ii[]回転

―̀ 計36時lffl
水洗 10分間

分割 1.2mm 

再石灰泊

300% 水
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5% 水酸化カルシウム 48時間、朝夕に 3分間

回転

脱灰及びペーチング

300% 水（38℃)

2% 塩化アンモニウム

0.2% 界面活性剤 20分聞回転

0.8% ペーチング剤 4時間回転、銀面がな

がれる寸前まで行う。

水洗 20分問

ピックル及ぴクロム鞣

50% 水

6彩塩化ナトリウム

0.5% ギ酸ナトリウム 5分間回転

0.6% ギ酸85%(1 : 10) 

0.6% 硫酸66'Be'(1: 10) 50分聞駆で2回に分注

さらに60分I廿1回転

一夜間枡沼翌朝20分

間回転、pH・・・3.2

10% 粉末クロム鞣剤 40分問回転

1.4% 炭酸ナトリウム（ 1: 10) 

〇．5% 亜硫酸ナトリウム(1: 10) 10分間隔で6

中和

200% 水（40℃)

回に分注

さらに 6時間回転、pH・・3.6

馬掛け、 2日1ii]エージング

0.7mmにシェーピング

1.5% 酢酸ナトリウム 30分阻1回転

1.5% 炭酸水紫ナトリウム 60分間回転、pl-1・・6.0 

水洗

300% 水（50℃) 10分間回転

染色及ぴ加脂

300% 水（60℃)

2% アンモニア水（ 1: 5) 

X% 染料（シン通しに必要な砒）30分間回転pl-1・・7.5

0.4% ギ酸85%(1 : 10) 20分間回転

X% アニリン染料 20分間回転

5% 高分子塩素化油

4%  ラノリン系加脂剤 40分間回転

0.5% ギ酸85%(1:10) 10分間隔で2回に分注

pH・・4.7 



水洗

吊し干し

再加脂 乾燥巫絨碁準

1000% 水 （70℃)

3% 邸分＋塩索化油

5分1:il

30分柑1回転

冷却、吊し干し、コンディショニング、ミリング、

ネット張乾燥、フェル トパフィ ング等は、'iit法通り

に行った。

3 試作した革の化学的組成と機械的性質

試作した革のクロム含有屈、全灰分、脂肪分、pH、

そして液中収縮温度をJlS-K-6550に従って測定し、

引張荷重、伸ぴ及ぴ引裂荷巫をJIS-K-6552に従って

測定した。それちの結果をあわせて表 1に示した。

クロム含有紐は、 3沼～3.8%、全灰分：6.2-6.3%、
脂肪分 ：8.5~11.7%、pH:4.8、液中収縮温度： llO℃

で、実用上問題ないと思われる。

表 1 試作した衣料革の化学的組成並びに機械的性質

化学的組成

クロム含有品 全灰分 脂肪分 pH 

(Cr20 3として）％ ％ ％ 

1 3.8 6.3 8.5 4.8 

2 3.6 6.2 11. 7 4.8 

引張荷巫は、 7.9~11.0kg、伸ぴ ：58~76%、引裂荷

巫：1.3~1.5kgでいずれもJIS規格を上廻っており、

実用にさしつかえないものと思われる。

4 今後の問題点

衣料革の試作にあたり、今後とも注慈しなければな

らない点として、

1) ペーチングの終点の判定

機 械 的 性 質 液中収

厚さ 引張荷重 伸び 引裂荷煎 縮温度

mm 匈 ％ 勾 ℃ 

0.75 7.9 58 1.3 llO 

0.77 11.0 • 76 1.5 110 

2) 分割及ぴシェーピング

3) フェルトパフィングやパタフリ機の導入

などが上げられる。いずれも経験をつみかさね、体碍

しなければ十分な成果が得られないような問題である。

最後に、今回の実験には、多出三喜男氏に大変お世

話になりました。深謝いたします。

炉‘
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皮革の高品質化に関する研究 II、

白床革の試作

皮革分場 石原矩武由良好史前1且昭二

ヽ
1 はじめに

白革の製造には、ホルムアルデヒドがコスト面、操

作方法などの面からよく用いられている。 しかし、最

近になり、ホルムアルデヒドによる公むが、 一部で問

題となってきた。そこで、今回は、ホルムアルデヒド

を使用しないで白革の試作を行ったのでとりまとめる。

2 製造方法

2 -1 原皮

原皮は、先の衣料革の製造で分割された生床皮を用

しヽ た。

2-2 処法

この処法で注慈すべき点は、ジルコニウム鞣が主鞣

なので、その没透をいかに速やかにそして均ーに行う

かである。

再石灰油

300% 水

5% 石灰 48時聞、朝夕に 3分問回転

脱灰及ぴペーチング

250% 水（38℃)

2% 塩化アンモニウム

0.4% 脱脂剤（ 1: 5) 30分問回転

0.5% ベーチング剤 90分阻1回転

水洗 20分問

ピックル及ぴ鞣

70% 水

8%  塩化ナトリウム 10分間回転， 0.7% ギ酸85%(1 : 10) 10分間回転
0.7% 硫酸66'Be' (1 : 10)50分間回転

さらに60分間回転翌朝まで

静紅、翌朝20分間回転pH・・・2.3

浴を半分すてる

7% ジルコニウム鞣剤

2% クロム含有合成鞣剤

1% 酢酸 （1: 10) 20分間回転

1% 界面活性剤 (1: 5) 

1.5% 高分子塩素化油 (1: 3) 4~  5時間回転

鞣剤が完全に没透した後に

X%  酢酸ソーダ pH 3.4-3.6に調整

一夜/illつみお き、水絞り 、シェ

Tピング

中和

100% 水（40℃)

1% 酢酸ソーダ 20分伯l回転

1% 炭酸水索ナトリウム 60分間回転 pH…3.6 

2%  白革用合成鞣剤 40分1廿1回転

水洗 10分間

加脂

200% 水（60℃)

5宛 白革用加脂剤

2% 高分子塩索化油 40分r:ll回転

0.5% 白革用合成鞣剤

0.5% チタン粉末 20分1Ul回転 pH・・・3.8

水洗 10分間

吊し干し、以下は常法通り

3 試作した革の化学組成と機械的性質

試作した革のクロム含有屈、全灰分、脂肪分、pH、

液中収縮温度、引張強さ、伸ぴ、そして引裂強さをJIS

K6550に従ってilll)定し、この結果を併せて表 1に示

した。

クロム含有拡は、0.5％で、当然ではあるが低い値を

示している。それにもかかわらず液中収縮温度は、96

℃もあり、実用上全く支節ないものと思われる。

引張強さは、 2.8~3.3/a; /mm• 、伸ぴ58~63%、そし

て引裂強さ、 4.7-4.9勿／mmであり、甲革としても使

用できる機械的性質を持つている。

4 今後の問題点

ジルコニウム鞣剤を使用するためどうしてもコスト

が店くつく、しかし公害問題などの改善、革製品の品

質向上のためには、将米このような鞣方法が必要とな

ると思われる。

最後に、今回の実験には、多山三喜男氏に大変お世

話になりました。深謝いたします。

ー 表 1

化学的組成

クロム含布秘 全灰分

(Cr2 0 3として） ％ ％ 

]

2

 

0.5 
0.5 

10.0 
10.1 

試作した白床革の化学的組成並ぴに機械的性質

機 械 的 性 牲 液中収縮

脂肋分 PH 印さ 引張強さ 伸ぴ 引裂強さ i• 皿9 9 度

％ 切／””2 ％ /≪;/mm ℃ 

6.5 3.7 2.1 3.3 63 4.9 96 
8.1 3.8 2.2 2.8 58 4.7 96 
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ウェットブルーの実用化試験 II 

ー和歌山のタンナーで試験した革ー

皮革分堪 野村英作元吉治雄下林則夫由良好史石原矩武

要 旨

昭和57年度に引き絞き、（社）日本タンナーズ協会が中心となり、アメリカから 2社のウェッ

トプルーとオーストラリアから 1社のウェットプルーを輻入して実用化のための試験を行った。

試験に協力した企業は、全国で7社、和歌山地区からは 1社であった。

ウェ ッ トプルーは、受け入れ時に行った外観検査でアメリカ の 2社のも のが前回よりも良好

であると評価された。しかし、オーストラリアのものはアメリカのものよりも劣ると評価され

た。
f 

製品革は 3社のものいずれもが、対照革と比較して化学組成がは とんど差がなく、機械的性

質の測定結果か らは見掛比巫が大き〈 、伸びが小さい。そして外観検査からはやや硬いと評価

された。しかし、前回の試験におけるものよ＇）対照革との差は小さいと評価された。

1 緒言

現在排水中のクロム沿度規制値は Cm03として20PP

mであるが、昭和61年 6月から 2ppmに規制が強化さ

れる。これに対応するため、非クロム鞣しや省クロム

鞣しという目的で各種の鞣剤を用いた鞣製法の開発研

究が進行している。また、クロム廃液の循環利用も実

用化に向っている。このような中で海外産ウェットプ

ルーの迅入は、排水中のクロム浪度の低滅化に大きく

貢献するだけでなく、池備作業工程中に排出される有

害物をなくすことができ、タンナーの無公害1レに役立

つと期待される。

前回の試験結果では、而梢収鎚が従米品に比べて少

ない、風合いが劣る等、数々の問題点が摘出された。

今後、経続的な試験の必要性、及び個々のタンナーが

海外のウェットプルーを自在に加工するための技術の

菩栢が必要であると指摘された。I),2)

そこで、今回はこれらの問題点を解決することを目

的に、前回と同じアメリカの 2社に、新たにオースト

ラリアの 1社を加えてウェットプルーを輸入し、全国

の中小タンナー 7社が協力して試験が行われた。

本報告では、この実用化試験に参加した和歌山地区

A社における試験結果についてとりまとめた。

2 試験方法

2 -1 ウェットプルー

（社）日本タンナーズ協会が輸入したウェットプルー

はアメリカのS.B．フット社（以後F社と略す）及ぴプ

ライムタンニング社（同、 P社）の 2社、オーストラ

リアのドナルドディクソン社（同、 D社）の計3社で

あった。これらに添付されていたウェットプルーの明

細を表1に示した。

2 -2 ウェットプルーからの革製造試験

和歌山地区A社が受け入れたウェットプルーの枚数

は、 F社製323枚、 P社製200枚、 D社製400枚の合

計923枚であった。受け入れたウェットプルーは外観

表 1 ウェットプルーの明細

ウェットプルー製造会社淡 産 地 品 種 数屈（半裁） 應屈 （丸） 等 級 ク0ム含有址％ pH 

7 ット社 米 且l
ヘピーテキサスステアの

2,263枚
ウェットプルーで

4.0~5.0 3.3~3. 7 
ウェット1ルーハイド 48~53ボンド

ヘピーテキサスステア1J) ウェットプルーで
l級50% ... 

プうイム社 米 目 l,400枚 2級40% 3.8~4.0 3.3~3.5 
ウェットプルーハイド 50~52ボンド

3級10%

ディクソン社 オーストラリア 2,s121t 
1級80%

2級20%

淡7ット社：S.B.手ootTanning Co.,プライム社：PrimeTanning Co.,ディクソン社：OraId Dixon Industry Ltd. 
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検査を行った後、再鞣以後の処理を行い、ガラス張甲

革に仕上げた。

2-3 対照革

A杜において原皮から製造したガラス張甲革を対照

革とした。

2 -4 化学組成及び機械的性質の測定
ヽ
F社、 P社、D社のウェットプルーからの製品革に

ついて各7枚と対照革7枚をそれぞれ抜きとり 、計28

枚について化学分析及ぴ機械的性質の測定を行った。

試料採取部位、測定項目及ぴ方法は前報と同じであ

るが
2-5 製品革の外観検査

A社において製品革の外観検査を行った。

3 結果と考察

3 -1 ウェットプルーに対する評価

F杜、 P社及ぴD杜のウェットプルーは、プランド

が少なくあっても小さい、残毛、かぴ及びカマ穴がほ

とんど見られない、乾燥の程度及ぴしわの伸ぴが普通

、であるが、血筋跡が多いという評価であった。アメリ

カのウェットプルーについては全体的に前回のものよ

りも良好であると評価された。 D社のウェットプルー

については、銀面のキズ及ぴ地油が多く、防腐剤の臭

いが強いと評価された。

受け入れ時のウェットプルーの化学分析の結果を表

2に示した。併せて、前回の化学分析の結果も表中に

カッコで示した。全灰分はF社が他社に比ぺて高い値
を示している。クロム含有砒についても同様である。

他の項目については大きな差、異は認められない。 F

社及ぴP社のウェッ トプルーのクロム含有屈とpH、D

社のウェットプルーのクロム含有絨は、表1のウェッ

トプルー製造会社から添付されてきた明細とはぽ一致

している。

前回のF社及ぴP社のウェットプルーの化学分析結

果と比較すると、クロム含有凪を除〈他の項目につい

ては大きな差異が見られる。特に全灰分については、

F社が前回9.8％で今回12.3%、P社が同じく 13.2%

であり大きく異なっている。今後ウェットプルーの実

用化のためには品質の安定化ということが重要な問姐

となるものと考えられる。

3-2 製品革の化学組成

ウェットプルーから製造した製品革と対照革の化学

分析の結果を表3に示した。全灰分はF社のものが高

い値を示している。これはウェットプルー受け入れ時

の分析結果でも邸かったためと考えられる。クロム含

有品はほとんど差がなかった。脂肪分は 3社の値が対

照革iりも低い値を示している。またpH及び液中熱収

縮温痰については対照革とほとんど差が認められない。

今回の試験においては前回と比較して、ウェットプ

ルーに見られた差異が製品革では小さ〈なっており 、

再鞣以後の処理によって調整されたものと考えられる。

換言すれば、タンナーのウェットプルーに対する技

術的対応が前回よりも向上したものと考えられる。

3-3 製品革の機械的性竹

ウェットプルーからの製品革と対照革の機械的性質

表 2 ウェットプルーの化学分析値豪I

• ウェットプルー製造会社 水分 全灰分ll!2 クロム含有屈知 脂肪分※2 pH 
％ ％ ％ ％ 

フ ツ 卜 社 57 12.3 5.3 1.1 3.4 

(59) (9.8) (5.5) (3.4) 
プライム社 58 9.5 3.6 0.9 3.3 

(51) (13.2) (3.9) (3. 7) 
ディクソン社 59 8.0 4.4 1. 2 3.3 

※ 1,••前回のウェットプルーの化学分析値を（）で示した。 ※ 2. ,•無水物碁訥

表 3 製品革の化学分析値

ウェットプルー 水分 全灰分豪 クロム含有砒豪 皮質分遭 脂肪分豪 pH Ts 
製造会社 ％ ％ ％ ％ ％ ℃ 

対 照 17.0 4.3 3.2 68.2 9.8 3.5 111 
フ ツ 卜 杜 16.5 4.8 3.4 67.6 8.7 3.5 110 
プライム社 15.9 4.4 3.4 66.7 8.9 3.7 111 
ディ クソン社 16.7 4.1 3.3 71.6 8.8 3.6 112 

※無水物甚池
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表 4 製品革の機械的性質の測定結果※

厚 さ 見掛比狐 引張強さ 伸 び 引炭強さ 俄面閲れ試験
ウェットプルー
製造会社 7朽荷重下 切断片 存 咽 5”裔峙の 窃 さ.. 9/ぱ k/1..: ％ ％ k,/ .. 朽 府厘 K 舅’’

対 照 1.5士0.1 0.65士0.02 1.3土0.4 19士I 50士6 3.0士0.7 19.4士5.8 5.9士I.I 7.6士0.5

7 ット社 1.4士0.0 0.69士0.04 1.6士0.2 14士3 41士9 3.9土0.5 19.4士 3.5 7.9土1.6 6.9土0.5

プライム社 1.4士0.1 0.69士0.01 1.4士0.1 16士l 41士4 3.0士0.4 18.4士 4.3 6.5士0.6 7.3士0.4

ディクソン社 1.6土0.1 0.72土0.01 1.6土0.4 13土l 43土5 3.7士1.0 16.6士5.6 7. I土0.7 6.6士0.5

巌平均偵と危険半5％での信傾限界で示した。

表 5 製品革の機械的性質における対照革との比較；；：

ウェットプルー 伸 び 俄画割れ試験

製造会社
肛 さ 見掛lt煎 引張強さ 引裂強さ

7 "9荷直下 切断時 荷 簡 5四窃時 裔 さ

7 ット社 X 

゜
x 

゜ ゜
X 

プライム社 X 

゜
X 

ディクソン社

゜
X 

゜
X 

棗JIS-Z-9049に基づいて行った。危険率は5%、正の有在差が品められたものを(0)、負の有在差が必められたものを(X)で示した。

表 6 製品革の面積収黛剛軟度、及ぴ見掛比巫の測定結呆の平均値と危険率5

％での信頼限界を表4に示した。また各社のウェット

プルーからの製品革と対照革との比較をJIS-Z 9049 

に従って行い表5に示した。

ウェットプルー製造会社枚数合計（

F社に関しては、見掛比重、引裂強さ及ぴ5mm高時

の荷巫に正の有慈差が、逆に厚さ、 7kg荷咽下の伸ぴ

及ぴ銀面割れ高さに負の有慈差が，認められた。

フ ツ 卜 社

プライム社

ディクソン社

P社に関しては、見掛比重に正の有慈差が認められ 4 結言

250 54558 

113 23726 

394 82723 

舅軟度

呼

1531士285

1758土305

1739士403

2541士456

肩軟庄

゜
Ds／枚

218 

210 

210 

た。また厚さ及ぴ7kg荷重下の伸ぴに負の有迂差が必 Ijij回行われた試験で、ウェットプルーからの製品革

められた。 ← はしわ及ぴ均染性に優れているが、柔軟性、充実性及

D社に関しては、見掛比巫、 5mm砧時の荷巫及び剛 ぴ肌目が劣ると評価された。今回はこれらの欠点を改

軟度に正の有窓差が必められ、逆に 7kg荷煎下の伸ぴ 良することを目的として、アメリカの 2社に加え、オ

と銀而割れ高さに負の打慈差が，認められた。 ース トラリアの 1社のウェッ トプルーを用いた。和歌

以上の結果から判断すると、 3社のウェットプルー 山地区A社における革製造試験の結果は以下のとおり

をJTJいた製品革は対！！{¥l(iと比較しても尖川上問題はな であった。

いものと思われる。 1)ウェ ットプルーの外観検＿在では、F社、 P社及ぴ

3-4 製品やの外観検1f. D社のものは、しわ、残毛の状態、乾燥の程度、かぴ

A社における製品革の外観検介結果は次のとおりで カマ穴力叶伶山あるいはそれ以上に良好であり、プラン

ある。 F社及ぴP社のものは、 1y［のしわ、シポが比較 ドが少なく小さいという評価であった。 D社のものは

的よかった。しかし、銀面がやや硬く全体としての風 銀面のキズが最も多いと評価された。F社 とP社のア

合いもいくらか硬めであった。またF社と P社のもの メリカ 2社のウェットプルーに関しては前回よりも全

を比較すると F社のものの方が銀而が硬かった。 D社 体的に良好であると評価された。 9 

のものは、F社及びP社のものに比ぺて風合いが劣り、 2)ウェットプルーからの製品やについての化学組成

蚊も硬めであった。また形が不ぞろいであった。 については、 F社、 P社及ぴD社ともに対照革と大き

参名として製品革の面栢収紙を表6に示した。 1枚 な産は認められなかった。各社のウェットプルー1::lに

あたりの平均面梢収砒は210~218Dsで3社間には と 見られた灰分とクロム含有屈の必は、再蹂以後の工程

んど差がなかった。 ｀ で解消されたものと名・えられる。

- 62 -



機械的性’質については、 3社ともに対照革と比ぺて 製品の品牧安定化につながると期待される。このため

見掛比重が大き〈伸ぴが小さいという結果が待られた。 には、輸入ウェットプルーに対守る湿液t1似体の設定及

その他の性質については、将通あるいはそれ以上の ぴ管理の必要性があると名えられる。

ものが得られた。 本実用化試験の全体の結果については、 （扮日本タン

また、外観検在については、 3社ともやや硬く、中 ナーズ協会から発行される報告：｝｝を参照されたい。3)

でも D社のものが最も硬いという評価であった。 参考文献

、前回と比較して今回は対照革との差が小さ〈なった 1) ウェットプルー利用技術実用化試験事業報告~I} 、

ということは、良好なウェットプルーを受け入れたこ （拉日本タンナーズ協会、 (1982)。

とが一因と考えられるが、タンナーが技術的に対応で 2) 由良、野村、石原、和歌山粘工業試験ナ易報告（昭

きる力を有することも大きな一因と名えられる。 和57年度）、 75(1983)。

今後さらに重要なのは、安定した品質のウェットプ 3) ウェットプルー利用技術実用化試験ボ業報告；It、

ルーが常に入手できるということである。原料の品11 （柑日本タンナーズ協会、 (1983)。

の安定化は、工程管理の簡略化につながり 、ひいては

]
 

(

—

し
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ウェットブルーの実用化試験 III 

ー ソフト甲革の製造一

皮革分功

1 はじめに

昭和57年度、（社）日本タンナーズ協会が通商産業省

の補助事業として、アメリカの2社よりウエ・ノ I・プル

ーを輸入し、全国の中小製革エ勘において各種の革の

製造実験を行った。その結果、従来の処方をそのまま

ウェットプルーに応用することは、品質上種々の問題

があり 、さらに検討を行っていく ことが必要と考えら

れたJI

本年度はウェットプルーの輸入先として、アメリカ

2社にオーストラリア 1社を加え、エ拗規松による実

験を行うとともに、公設皮革試験研究機関4ケ所（和

歌山、東京、大阪、 兵祁）においても、問題点を改良

するための研究が協力 してなされた。当皮革分場では、

ウェットプルーを用いた瑞合に、ふく らみが少なく硬

めになりやすいとされるソフト巾革の改良を目的とし

て再鞣試験を行った。'

2 実験及び結果

2 -1 前処理

試験に用いたウェットプルーは、アメリカのプライ

ムタンニング社（以下P社と略す）とS.B.フット社（同、

s社）及ぴオーストラリアのディクソン社（同、 D社）
のもの各7枚であり、明細は前報2) に示した。ウェッ

トプルーは折れじわを少な〈するために、水(35℃)に

完全に没漬し24時間水戻しを行った。引続いて、水紋

り、バンドマシンによる分割、シェーピングを行い、

厚度を1.5mmに調整して再鞣試験に供した。

2-2 予備試験ー 1

半裁革による試験を行う前に、ウェットプルーを再

鞣した場合の傾向を知るため、会社別に革片を用いて

予備試験を行った。 1社につき半裁革3枚を祁備し、

図 1 革片の採取部位

元吉治雄野村英作石原矩武

図 1のごとく革片を採取し、各試験に 3枚の半故革の

(a、a')、 9(b、b')及ぴ (C、 c')の各部位より

1枚ずつ計3革片を供した。装沼は直径24cmX幅21cm

のドラムを用いた。試験処方は、性状が明らかにされ

ている再鞣剤の組合せによる効果を参名とし~)ナッパ

革タイプより柔軟性としぽの評価が高いNo.lとNo.2、

甲革タイプより省クロムの点からアルミニウム鞣剤を

用いるNo.3及び合成鞣剤と植物タンニンを併用するNo.

4、ヘピーレタン砧タイプより最も一般的に1史われて

いるワットルを中心として、 No.5とNo.6をそれぞれ作

成した。各処方の要点を以下に記す（％はシェーピン

グ重砒基梯）、再鞣剤の記号は既報3)と一致する。

I-A:補助型合成鞣剤

II-B ：骰換型合成鞣剤

V-B ：アニオン性樹脂鞣剤

VII-B ：合成樹脂ボリマー鞣剤

vm-o:アルミニウム鞣剤
IX-A、B、c:ワットル、ケプラチョ、チェスナ

ット

X-A:グルタルアルデヒド

処方No.l 

水洗 ：300% 水（35℃) 10分間回転水切り

再鞣 ：100% 水（35℃)

1% 酢酸（ 1: 10稀釈） 5分間回転豪 I

2% X-A(l:2稀釈） 30分1:il回転

2% I-A 60分間回転豪2 水切り

水洗： 300% 水 （45℃) 10分1li1回転水切り

再鞣 ：50% 水（40℃)

5% Vll-8(1:1稀釈）60分間回転遍3

2% IX-A  30分聞回転… 水切り

水洗 ：300% 水（50℃) 10分間回転水切り

染色： 200% 水（50℃)

0.5% 染料（ 1: 20溶解） 30分間回転

0.5% ギ酸（ 1: 10稀釈） 10分間回転“

水切り r 

加脂 ：100% 水（50℃)

言： ；こ二］（1 ： 10乳化）
1.5% 生牛脚油
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((t 

30分Hi1回転“水切り 冷却 10% IX-8 60分Iti1回転
ヽ

※1 ~※ 6における浴pHの3社間の差は小さく、 ※ 50% 水（35℃) 60分間回転峯18

1 : 2. 9~3.0 ※2 :3.2 ※3 :3.1-3.3 ※4 : 3.2 0. 75％ ギ峻（ 1: 10稀釈） 10分柑1回転

※5 : 2.8~2.9 ※6 : 3.1~3.2であった。 0.75％ ギ峻（同上） 20分間回転集”水切り

処方No.2 染色豪20、加脂豪21はNo.lに準ずる。浴pHは※18:6.8 

水洗 ：300% 水（35℃)10分H:1回転水切り ～7.0 ※19 : 3.4~3.5 ※20 : 3.4~3.6 ※21 : 3.5 

.., 再鞣 ： 2% I -A 10分「d1回転 ー3.6であった。

5% V-8 30分間回転 処方No.6 

100% 水 （35℃) 60分1::1回転豪’ 水切り No. 5のIX-Aを1X-Cに変え、他は全てNo.5に準ず

染色“、加脂”はNo.lにi作ずる 、浴pHは※7:4.5～ る、 No.5に対応する浴pHは※18:6.0 ※19:3_4~3.5 

4.7 ※8 : 3.2 ※9 : 3. 7であった。

処方No.3 

水洗 ：300% 水 （25℃)

1% 酢酸 (1: 10稀釈） 10分 1 iil 回転 •10

水切り

再鞣： 5 % Vlll-0 2時間回転

200% 水（25℃)

水洗： 300% 水 （30℃)

再鞣 ： 2% I-A 

2% V-8 

5分1:ij回転I!))水切＇）

2% II-B  

10分Itil厄l転

20分1iil皿！伝

1.5% 巫 曹 60分間回転

50% 水（40℃) 10分1ii1回転

水切り

50% 水（40℃) 10分1ii1回転..,2 水切り
染色豪13、加脂・MはNo.1に洲ずる、浴pHは※10: 3.1 

~3.2 ※11 : 3.8~3.9 ※12 : 6.2~6.5 ※13: 3.8 

~3.9 ※14 : 4.3~4.5 (0.2％ギ酸を添加して10分後

にpH3.9)であった。

処方No.4

水洗： 300% 水 （30℃) 10分lii1回転水切り
(2回繰返し）

再鞣： 2% I -A 20分「ll-1回転

2% V-8 

2%  II-8 

2% IX-A  

1.5% 重曹 60分間回転

50% 水 (40℃) 10分間回転

50% 水 （40℃) 10分間回転豪15 水切り

染色豪16、加脂戴17はNo.lに糾！ずる、浴pHは※15: 7.0 

~7.1 ※16 : 3. 9~4.0 ※17 : 4.6~4.7 (0.2%ギ酸

を添加して10分後にpH3. 9-4.0)であった。

処方No.5

水洗 ：300% 水（25℃)

300% 水（30℃)

再鞣： 2% I-A 

2% 直曹

3% I-A 

10% IX-A  

10分1111回転水切り

印分IHI回転水切り

10分間回転

※20: 3.3~3.4 ※21 : 3.5であった。

加脂後の革片は24時間馬掛け、自然乾燥、ヘラ掛け

を行ってから品竹を評価した。

1) ナッパ革タイプの処方No.lとNo.2では ．柔救性は

革片の採取部位によらず 3社ともNo.lが大で、 しぽ

はS社はNo.lが良好、 P社は差がなく、 D社はNo.2

がやや良好であった。

2) 甲革タイプの処方No.3とNo.4では、柔軟性は革片

の採取部位によらず 3社ともNo.4が著しく大で、し

は「は音M立 (b、b') と (C、 C')では 3社ともNo.3 
がやや良好であったが、 (a、a’)においては 3社

間で傾向が異なった。

3) ヘピーレタン革タイプの処方No.5とNo.6では、柔

軟性はP社で各部位ともNo.5が大で、他の2社は差

が小さかった。 しぽは部位及ぴ会社1i:1でパラッキが

大であった。

以上の結呆から、ナッパ革タイ プ、甲革タイ プ及び

ヘピーレタン革タイプより、それぞれNo.l、No.4及ぴ

No. 5を選ぴ、さらに次の試験を行った。なお、 3者を

比較すると以下のごとくであった。

No. I しぽは良好であるが、他に比ぺ柔軟性が劣る。

また、充実性を増す事が必要と考えられた。

No.4 柔軟性は大であるが、しぽ及ぴ充実性を改良す

る必要がある。

No. 5 柔軟性があり充実性も優れているが、しぼは劣

る。また、他に比ぺ表面が乾いた感触であった。

2-3 予備試験ー2

2 -2で選定した 3処方について、問題点を改良する

ためにさらに予備試験を行った。先に用いた半裁革よ

り図 1のごとく革片A、B、Cを採取し、 1試験に異

なる革のA、B、Cを1枚ずつJI・3革片を供した。f
備試験ー ］の結果、3社問における浴pHの差異は小さ

いことが必められたので、 3社の革片(Jt9枚）を同

ードラム中にて処理した。 ドラムの大きさは虹径72om

x幅42年である。主な変更点と処方の要点を以下に記

す。

処方No.]'、No.Iに対し、柔軟性を培すためにx-A 
及ぴ加脂剤の添）Jll砒を、充実性を向上させるために
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lX-A(7)添加砒をいずれも増した。さらに、 No.lでは

これらの吸沼に彩咽する浴pHが低すぎたのでこの調整

も行った。

水洗 ：300% 水（35℃)

0.5% 酢酸 (1: 10稀釈） 10分1fi1回転＋l

水切り

再鞣：100％ 水（35℃)

4%  X-A(l:2稀釈） 30分間回転

2 % I -A 60分1:l1回転＋2 水切り

水洗 ：300% 水（45℃) 10分1}il回転水切り

再鞣 ：50% 水（40℃)

5% VII-B  (1: 1稀釈） 40分1til回転”

0.2% 重曹 20分1廿1回転＋4

4 % IX-A 30分1il1回転十5 水切り

染色＋6はNo.lに準ずる

加脂 ：100% 水（50℃)

0.2% マルセル石けん

： ： ：：二脚油 ） (1 : 10乳化）
30分間回転バ水切り 冷却

浴pHは＋ 1:3.6 +2 :4.0 +3 :3.8 +4 :4.4 

+ 5 : 4.2 + 6 : 3.3 + 7 : 3.6であった。

処方No.4'、No.4に対し、しぽを改良するために中和

剤の種類、砒及び添加方法を変更した。また、充実

性を向上させるために、再鞣剤の添加址を増した。

水洗 ：300% 水（30℃) 10分間回転水切り

(2回繰返し）

再鞣 ： 2% I -A  

0.5% ギ酸ソーダ 15分間回転

0.5% 重西 15分団1回転

3%  V-B 

3%  II-B 

5% IX-A 60分間回転

50% 水（40℃) 10分間回転

50% 水（40℃) 10分間回転＋8

0.2% ギ酸(1:10稀釈） 10分間回転＋9水切り

染色＋10、加脂＋II はNo.1に準ずる、浴pHは十8: 4. 7 

+ 9 : 4.1 + 10 : 3. 5 + 11 : 3. 8であった。

処方No.5'、No.5に対し、しぽを改良するために中和

剤の砒を滅らし添加方法も変更し、既報では検討され

ていない市販の植物タンニンの分散剤（補助鞣剤）を

加えた。表面の,i乞いだ惑触を補うため、カチオン性加

脂剤と生油によるトッピングを行った。

水洗 ：300% 水（30℃)10分1ii1回転水切り

(2回繰返し）

再鞣 ： 2%  I-A  10分Hi1回転

2%  I-A 

0.5% 重咄 10分1廿1回転

2%  袖助鞣剤

10% IX-A 

10% IX-B 60分liil回転

50% 水（35℃) 30分Ill!回転

50% 水｛35℃) 30分廿l1回転＋12

0.5% ギ酸（ 1: 10稀釈） 10分1il1回転＋13

水切り

染色＋14、加脂＋15はNo.1に準じて行い、加脂後に同浴

中で次の処理を行った。

0.7% カチオン合成加脂剤
0.5％ 生牛脚油 ｝（1 : 10乳化）

10分間回転＋16 水切り 冷却

浴pHは＋12:4.5 +13: 3.6 +14: 3.3 +15:3.2 

+16 : 3.2であった。

加脂後の処理は予備試験ー1にi¥(¥ずる。

No.1'、No.4'及ぴNo.5'について、会社及ぴ部位別に官

能検査による比戟を行った結果を表1に示した。

柔軟性は二三例外はあるが、 No.5'が最も柔らかく、

次いでNo. 1' であり 、 No.4' が最も硬く感じられた。しぼ•

は部位と会社により差異はあるが、全体の傾向として

No.4'が他よりも良好であった。その他、銀面の平滑性

はNo.1が、充実性はNo.5'がそれぞれ他より優っていた。

なお、子備試験ー1での問題点は、いずれもかなり

改良されていた。

表 1 再鞣革片の官能検査

革 片 の 採 取 部 位

検介項目 会社名
A B C 

再 鞣 試 験 No. 
l' 4' 5‘ l' 4' 5' l' 4' 5' 

S.B. フ ッ 卜 10.0 4.0 10.0 11.0 4.0 9.0 8.0 4.0 12.0 

柔軟性 プライムタンニング 8.5 5.0 10.5 6.0 10.0 8.0 8.0 4.5 11.5 r 

ディ ク ソ ン 7.5 6.5 10.0 8.5 5.5 10.0 8.0 5.5 10.5 

S.B. フ ッ 卜 12.0 8.0 4.0 4.0 9.5 10.5 7.0 12.0 5.0 

し ぽ プライムタンニング 4.0 11.5 8.5 10.0 8.0 6.0 7.5 11.0 5.5 

デ ィ ク ソ ン 4.5 11.0 8.5 8.5 9.5 6.0 9.0 8.0 7.0 

数伯は、 1位 :"3、2位： 2、．3位： 1 （同順位は平均値）とし検f社14名の合計点

- 66 -



2 -4 半裁革の製造試験 はS社が俊れており 、D社は硬くて扁平であった。

予備試験ー 2の結果からNo.1'とNo.5'を選び、半裁革 しぼはD社が優れ、表面の感迦はS社が柔らかく、

を用いて同一処方で再鞣加脂を行い、加脂以降は製革 p社と D社は乾いて硬い感触であった。

工場において標池的なソフト甲革の工程により処理し 3) No. 5'では会社1廿1の差異はNo.1'より 小さいが、同様

た。 1試験について 3社の半裁革2枚を準備し、計6 の傾向であった。

枚を直径115omX幅80omのドラムで処埋した。加脂後 各社2枚の再鞣革の 1枚は今後の査料とし、他の 1

が 半裁革は24時間馬掛け、水絞り、真空乾燥 （80℃、 枚について化学分析値及ぴ機械的性竹を調ぺ、それぞ

2分）、自然乾燥、味入れ、パイプレーションステー れ表 2、表 3に示した。全灰分、Cr203 含有屈及ぴ

キング、ネット張り乾燥を行った。 皮竹分はNo.l'が大である。Tsはいずれも 110℃近くあ

これらの再鞣革の官能検査では、 り、実用上の条件を満している。各社とも見掛比重は

l) 柔軟性と充実性はNo.5'が優れ、しぼと表面の感触 No. 5'が大き〈 、岡lJ軟度はNo.I'が大である。同一再鞣で

は同程度であり、銀面の平滑性はNo.I'が優れていた。 は見掛比煎、剛軟度とも D社の値が大きい。切断時の

2) No. I'では会社間の追異が大きく、柔軟性と充実性 伸び、引裂強さ及ぴ銀面割れ荷重はNo.I'が大である。

表 2 再鞣半裁革の化学分析値． 再鞣試験 会 社 名
水分 全灰分 クロム (Cr2釦） 皮質分 脂肪分

pH 
Ts 

％豪I ％棗2 含有屈 ％豪2 ％豪2 ％豪2 ℃ 

S.B. フ ッ 卜 16.2 4.2 3.5 72.0 5.2 3.4 111 
Nol' プライムタンニング 16.8 4.4 3ら7 74.8 5.0 3.4 110 

ディ ク ソ ン 16.4 4.5 3.9 72.8 5.1 3.5 114 

S.B. フ ッ 卜 16.2 3.8 3.2 62.9 6.7 3.5 112 

No.5' プライムタンニング 15.6 3.4 2.8 65.2 4.5 3.5 109 

ディ ク ソ ン 15.1 3.4 3.2 64.1 4.7 3.5 112 

※]…採取試料に対する％、 ※2•無水物に対する％

表 3 再鞣半裁革の機械的性質

再鞣 匝さ見掛比巫 引張強さ伸ぴ（％）引裂 銀面割れ試験 岡lj軟度

試験 会 社 名 7 勾切断時強さ荷煎高さ 5mm店の

(mm) (9 /om3)（k;/mm2)荷煎下 k;/mm （的） （mm) 荷重（k;) (m9) 

s. B． フット 1.6 0. 626 1. 4 22 53 35 18 6 7. 9 5. 7 l, 556 

No.l' プライムタンニング l. 6 0. 635 l. 3 28 60 3. 9 25. 3 8. 9 5. 0 l, 245 

ディクソン 1.6 0.693 1.7 18 52 3.1 29.6 9.4 5.5 1,812 

S.S. フット1.5 0. 653 1. 2 22 40 2. 7 12. 1 6. 2 6. 5 1, 122 ． No.5' プライムタンニング l.~ 0.673 1.6 18 48 2. 7 22.5 7.8 4 9 1,200 

ディクソン 17 0.701 1.4 20 42 2.2 17.7 7.4 5.2 1,511 

3 まとめ られた再鞣革を比較すると

ウェットプルーよりソフト甲革の製造を目的として S.B．フット社 ：柔軟性、充実性が優れ、見掛比巫が

再鞣試験を行い検討を加えた。 小さ〈、銀面割れ荷重及ぴ銀面割れ高さが低い。

1) 革片により予備試験を行い、ウェットプルーに適 ディクソン社 ：硬〈て扁平であるが、しぽは優れ、

した処方を順次選択してい〈こと力吋「能と考えられ 見掛比巫が大で、引裂強さが低く、剛軟度が高い

た。すなわち、再鞣剤あるいは中和剤の屈や添加方 プライムタンニング社 ：S.B.フット社とディクソン

法を変えることにより、問迎点を改良することがで 社と の中間的な性質を示した。

きる。また、表面の感触を改良するために、トッビ 参考文献

ング加脂が有効であった。 - 1) （社）日本タンナーズ協会発行「ウェットプルー利

2) ウェットプルーの製造会社による差異は再鞣処理 用技術実用化試験事業」報告杏（昭和57年）

だけでは補えず、機械的 ・物理的な処理工程も含め 2) 野村ら、和歌山限工業試験瑞報告 昭和58年度

て、さらに検討が必要と思われた。 3) 昭和56年度通産省委託研究「クロム鞣革の再鞣技

3) すなわち、本試験で用いたウェットプルーより得 術の開発研究」報告害
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靴の表底革の耐摩耗性について 2（要約）

合成底

前回は、国内で市販されている12種類の底革を試料

とし、底革の耐摩耗性試験方法として適していると思

われる JIS、ASTM及びDIN法により試験し、底革の

耐摩耗性、各試験方法による試験伯間の相関性につい

て報告した。

皮革分楊 野村英作石原矩武

今回は、合成底について同様の試験を行った。

この研究は、日本はきもの研究会との共同研究であ

る。詳報は、同研究会から発表される。

DIN摩耗試験に御協力いただいた花王石載闊和歌山

研究所の皆様に感謝いたします。

省クロム鞣製法の開発研究（t要旨）

皮革分場 野村英作 由良好史 石原矩武

（目的） 哀境汚染の防止や省迂源という而から、

クロム鞣剤の循哀利用や沈澱回収、あるいはその使用

磁を滅少させるかまたは全く使用しないで革を製造す

る方法など種々の研究が進められている。

ここでは、非クロム系鞣剤による革製造方法につい

て、予備（前）鞣した後で革をシェーピングして厚さを

調節し、さらに再鞣で目的とする革の性状に調整する

方法を検討するため、まず予備鞣及ぴ再鞣にクロム鞣

剤を少屈使用する方法と全く使用しない方法を種々に

組合せて得られた革とコントロール（標池）として純ク

ロム革の機械的性質とを比較した。

（方法） 予備鞣に用いた鞣剤及ぴ再鞣に用いた鞣

剤、そしてそれらの組合せは下表のとおりである。

グルー1 子 偏 鞣 再 鞣

I l) 栢隼 クロム鞣剤 6% なし

2) a) アルミニウム鞣糾 JO% 

II 
3) 
クロム鞣剤 2% 

b) クロム鞣剤 4% 

4) C) 白革用代替合成鞣剤5%

5) d) 植物タンニン 5% 

6) a) 上記a)、b)、cl、

Ill 
7) グルクルアルデヒド3%b) d)に同じ

8) （補助合成鞣剤 2%) C) 

9) d} 

10) a) 上記a)、b)、C)、

IV 
11)植物タンニン 20% b) d)に同じ

12) （補助合成鞣剤 3%) C} 

13) d) 

いずれの楊合にも常法通り加脂、真空乾燥、仕上げ

まで行った。 なお、 一実験には、 7枚または 8枚の半

裁皮を用いた。

仕上がった革の機械的性質は、背部、尾部及ぴ腹部

の3部位について、厄さ、引張強さ、引裂強さ、切断

時及ぴ7kg荷重下の伸ぴをJIS-K-6550に池じ、銀面

割れ荷璽、銀面割れ高さ、 3mm及ぴ5mm高時の荷頂、

さらに 5kg及ぴ10kg荷重下の高さをJIS-K-6548に準

じてそれぞれ測定した。得られた測定値は、部位別並

ぴに 3部位の平均値についてJIS-Z-9049に従い危険

率5％でコントロール革との差を比較した。なお、化

学分析は、JIS-K-6550に従って測定した。 ' 

（結果） いずれのグループにおいても、厚さ及ぴ

3 mm高時の荷重が高くなる傾向を認めた。これとは逆

這面割れ高さ及び5kg荷重下の高さは、低くなる傾 ）ヽ）
向を認めた。 これら以外に、グループIIの革は、引張

強さ、銀面割れ荷重及ぴ5mm高時の荷巫が高くなるの

に対し、 7kg荷重下の伸ぴ及ぴ10kg荷重下の高さが低

〈なる傾向を認めた。グループIllの革は、 5mm高時の

荷巫が高くなるのに対し、 10kg荷重下の高さが低くな

る傾向を認めた。グループWの革は、切断時及ぴ7kg 

荷煎下の伸ぴが低くなる傾向を認めた。また、グルー

プWの革は、銀面割れ荷重が10kg以下のもの及ぴ銀面

割れ高さが5mm以下のものが多いことが目立った0 ,.. 

再鞣にアルミニウム鞣剤を使用すると、いずれのグ

ループにおいても引裂強さ、切断時及ぴ7kg荷重下の

伸ぴが低下することが目立った。

本研究は、日本皮革技術協会による共同研究であり、

詳報は同協会から発表される予定である。
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